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WA S E D A
University

「学問の独立」は、「在野精神」「反骨の精神」と結び合います。本学は、自主独立の精神を持つ近代
的国民の養成を理想として、権力や時勢に左右されない、科学的な教育・研究を行ってきました。

学問の独立

近代国家をめざす日本にとって、学問は現実に活かしうるものであること、日本の近代化に貢
献するものであることが求められました。つまり「学問の活用」です。安易な実用主義ではなく「進
取の精神」として、本学の大きな柱の一つになりました。

学問の活用

庶民の教育を主眼として創設された本学。その三つめの建学の理念が「模範国民の造就」です。
グローバリゼーションが進展する現代、豊かな人間性を持った「世界市民の育成」と言い換えるこ
とができるでしょう。建学の理念とそこから生まれ受け継がれてきた早稲田スピリットは、私た
ちの財産。早稲田人がひとしく身につける校風です。

模範国民の造就

1Waseda  Ann ua l  R epo r t  2011

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_本文.indd   1 12.7.4   9:54:13 AM



C O N T E N T S

学校法人の概要  04

■ 沿革
■ 2011年度学事年表
■ 役員
■ 組織図

2 0 1 1年度事業の概要  06

１.「教育の早稲田」の充実
－グローバル化対応の拡充・創造力を生む基礎力の涵養・多様性の確保－ 06
（1）新たな教育研究活動への取組み
（2）全学基盤教育の充実
（3）教育研究のグローバル化の推進
（4）優秀な留学生の獲得体制の充実
（5）学生支援施策の充実
（6）社会連携教育の拡充
（7）附属・系属校の充実
（8）健康医療教育に関する今後の方向性の検討
（9）社会人教育の充実

２.「研究の早稲田」の飛躍 －学術院体制の枠を超えた研究－  12
（1）研究体制の組織的・戦略的強化および外部資金の獲得強化
（2）国際的競争力のある研究拠点形成のための整備
（3）産学官連携体制の確立および強化
（4）研究環境の整備および研究支援体制の充実
（5）グローバルイシューへの政策提言発信
（6）学術出版機能の強化

３.「社会貢献･文化推進の早稲田」の確立
－文化の発信拠点として－ 14
（1）「早稲田文化」の情報発信の強化
（2）文化振興のための学外機関との連携強化
（3）ボランティアを通じた「地球市民」の育成
（4）早稲田大学創立百五十年史編纂事業の推進
（5）エコフューチャーの推進
（6）早稲田スポーツの支援

４．経営基盤の強化 －教育研究環境の質的向上をめざして－ 17
（1）教育研究活動を支える財政基盤の確立
（2）恒常的募金体制の確立に向けた各種施策の推進
（3）校友との交流促進
（4）コンプライアンスの強化
（5）広報体制の強化
（6）教育研究基盤の充実
（7）男女共同参画の推進
（8）職員人材の育成

５．東日本大震災への対応 21
（1）義援金・救援金の取組み
（2）被災学生への就学支援
（3）ボランティア活動をとおした被災地域への支援
（4）研究を通じた復興支援

６．Waseda Vision 150の策定 22

数字等で見る早稲田 25

財務の概要 28

2012年度事業計画の概要 35

2012年度予算の概要 37

Special Report 40

※ 本報告書の対象期間　2011年4月～2012年3月（一部左記期間以前
または以後の事業についても記載しています）

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_本文.indd   2 12.7.4   9:54:15 AM



はじめに

地球社会の未来を築く歩みの先頭に

昨年3月に発生した東日本大震災により、わが国は

広範かつ甚大な被害を受けました。本学校友を含む数

多くの犠牲者に改めて哀悼の意を表するとともに、今

なお復旧・復興に取り組まれている被災者の方々に心

からお見舞いを申し上げます。

本学では、震災後の状況に鑑み、2010年度卒業式・学

位授与式および2011年度入学式の中止を決定しまし

た。加えて、4月以降も余震や計画停電などによる交通

機関の混乱に伴い、学生の就学に支障をきたす恐れが

あると見込まれたため、授業の開始を1か月遅らせ5月

からとするなど新たな被害や混乱を防止するための

応急措置を取りました。

また、震災直後に「東日本大震災復興支援室」を設置

し、学費減免と奨学金給付を中心とする被災学生の就

学支援、ボランティアの派遣を中心とした被災地域支

援、研究を通じた復興支援という三つの柱で、大学と

しての支援活動に着手し、現在もこれを続けています。

このような状況を踏まえながら、2011年度は、大学

としての使命である教育・研究活動および社会貢献活

動をさらに充実させ、広く社会の発展に資するため

「グローバル化対応・創造力を生む基礎力の涵養・多様

性の確保」と「学術院体制の枠を超えた研究」を大きな

テーマに掲げ、世界に通じる教育・研究の拠点の実現

に向け諸施策を実施しました。

教育面では、世界で活躍する人材には、語学力はも

ちろん、高い教養を備え、学問を活用して現実社会に

応用する実行力が求められることから、本学では、そ

のような人材の育成に向けて全学的な基盤教育に力

を入れるとともに、国際教育プログラムを充実させ、

国際水準の教育を提供することで、グローバルリー

ダーとなる人材の育成に力を入れてきました。

研究面では、国内外の大学・研究機関・企業との連携

を図りながら、21世紀社会が求める先端研究に果敢に

挑戦し、地球規模の問題の解決に取り組んできました。

また、国外での研究活動においても、海外の大学、研究

機関との産学官連携を進めるなど、国際競争力のある

研究を推進しました。

2011年度は事業計画に従って各事業を実行すると

ともに、これまでの中長期計画である「Waseda Next 

125」を踏襲しつつ、創立150周年にあるべき姿を描き、

その実現に向けた新たな中長期計画「Waseda Vision 

150」の策定に向け検討を進めました。

本学は、地球社会の未来を築く歩みの先頭にたちつ

づけるべく、「学問の独立」、「学問の活用」、「模範国民

の造就」の3つの建学の理念を基に、これからも力強く

邁進していく所存です。今後とも、本学へのより一層

のご支援、ご協力をたまわりますようお願い申し上げ

ます。
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学校法人の概要

2012年3月31日現在

鎌田  　　薫総長（理事長） 宮内  　孝知
谷口  　邦生
迫田  　　実

福田  　秋秀（学外）
澤部  　　肇（学外）
柳田  　幸男（学外）

理　　事

田中  　愛治
深澤  　良彰
紙屋  　敦之

藁谷  　友紀
島田  　陽一
齋藤  　美穂

理　　事

平山  　正剛（学外）
渡邉  正太郎（学外）

監　　事

橋本  　周司
清水  　　敏
内田  　勝一

大塚  　宗春
本多  　聖治

常任理事

役　員

沿　革
1882年 明治15年 東京専門学校創設
1902年 明治35年 早稲田大学に改称
1907年 明治40年 大隈重信総長就任
1913年 大正  2年 教旨制定
1920年 大正  9年  大学令による大学に

（5学部・大学院・高等学院の設置）
1949年 昭和24年 新制大学への移行
1966年 昭和41年 社会科学部設置
1978年 昭和53年 専門学校開校
1982年 昭和57年 本庄高等学院開校
1987年 昭和62年 人間科学部設置
1990年 平成  2年 教育学研究科設置
1991年 平成  3年 人間科学研究科設置
1994年 平成  6年 社会科学研究科設置
1998年 平成10年 アジア太平洋研究科設置
2000年 平成12年 国際情報通信研究科設置

2001年 平成13年 日本語教育研究科設置、専門学校を芸術学校に改称
2003年 平成15年  専門職大学院（アジア太平洋研究科、公共経

営研究科）、情報生産システム研究科（北九
州）、スポーツ科学部、川口芸術学校設置

2004年 平成16年  法務研究科（法科大学院）、ファイナンス研究科
（専門職大学院）国際教養学部設置

2005年 平成17年 会計研究科（専門職大学院）設置
2006年 平成18年 スポーツ科学研究科設置
2007年 平成19年  第一文学部・第二文学部を文化構想学部・文学

部に、理工学部・研究科を基幹理工学部・研究
科、創造理工学部・研究科、先進理工学部・研究
科に再編。環境・エネルギー研究科設置

2008年 平成20年 教職研究科（専門職大学院）設置
2010年 平成22年  共同大学院（共同先端生命医科学専攻、共同

原子力専攻、共同先進健康科学専攻）設置
  高等学院中学部設置

2011年度学事年表
  4月  1日   2011年度入学式中止（余震、計画停電等を考慮）
  4月  2日  2011年度大学院入学式中止
  5月  6日  2011年度授業開始
  7月  9日  商議員会
  8月  6～7日　 オープンキャンパス開催
  9月17日  9月卒業式

  9月24日  9月入学式
10月16日 ホームカミングデー・稲門祭開催
10月21日 創立記念日
12月10日 商議員フォーラム
  3月25日  卒業式・大学院学位授与式
  3月26日  卒業式・大学院学位授与式
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商学学術院総合研究所
ファイナンス研究科
ファイナンス研究センター
会計研究科
理工学部※ 理工学術院統合事務・技術センター 事務部 総務課
基幹理工学部   教学支援課
創造理工学部   研究総合支援課
先進理工学部  技術部 技術企画総務課
理工学研究科※   教育研究支援課（1～4系）
基幹理工学研究科   理工学術院総合研究所事務所
創造理工学研究科
先進理工学研究科
理工学術院総合研究所
国際情報通信研究科 本庄総合事務センター
国際情報通信研究センター
環境・エネルギー研究科
環境総合研究センター
情報生産システム研究科 情報生産システム研究科・情報生産システム研究センター事務所
情報生産システム研究センター
社会科学部 社会科学総合学術院事務所
社会科学研究科
人間科学部
人間科学部（通信教育課程）
人間科学研究科
人間総合研究センター 所沢総合事務センター 総務課
スポーツ科学部  学務課
スポーツ科学研究科  入試広報課
スポーツ科学研究センター
国際教養学部 国際教養学部事務所
アジア太平洋研究科 アジア太平洋研究科・アジア太平洋研究センター事務所
アジア太平洋研究センター
日本語教育研究科 日本語教育研究科事務所
別科日本語専修課程
図書館 図書館事務所 総務課
坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館事務所 情報管理課
會津八一記念博物館 博物館事務所 資料管理課
高等研究所 高等研究所事務所 利用者支援課
日本語教育研究センター 日本語教育研究センター事務所 高田早苗記念研究図書館担当課
メディアネットワークセンター メディアネットワークセンター事務所 戸山図書館担当課
オープン教育センター オープン教育センター事務所 理工学図書館担当課
遠隔教育センター 遠隔教育センター事務所 所沢図書館担当課
エクステンションセンター エクステンションセンター事務所 
環境保全センター 環境保全センター事務所
大学史資料センター 大学史資料センター事務所
保健センター 保健センター事務所
総合研究機構 研究院事務所
アジア研究機構
日米研究機構
イスラーム地域研究機構
日欧研究機構
重点領域研究機構
ナノ理工学研究機構
先端科学・健康医療融合研究機構
IT 研究機構
グリーン・コンピューティング・システム研究機構
平山郁夫記念ボランティアセンター ボランティアセンター事務所
競技スポーツセンター 競技スポーツセンター事務所
留学センター 留学センター事務所
研究戦略センター 研究戦略センター事務所

高等学院・高等学院中学部 高等学院・高等学院中学部事務所
本庄高等学院 本庄高等学院事務所
芸術学校 芸術学校・川口芸術学校事務所
川口芸術学校※2

監査室
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※印は、2007年度から募集停止。在学生
がいなくなった時点で廃止する。

※2印は、2011年度から募集停止。在学
生がいなくなった時点で廃止する。

※3印は、2012年度から募集停止。在学
生がいなくなった時点で廃止する。
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① 日本語教育研究センターの再編
（2011年4月）

　これまで国際学術院に属していた日本語教育研究
センターをいずれの学術院にも属さない全学的な附
置機関として独立させ、外国人学生受入プログラムと
日本語教育プログラムの一体的な運営を可能とする
体制に再編しました。

② 法学部入学定員の変更（2011年4月）
　法律家の育成に加え、法の精神であるフェアネスと
論理的思考能力を備えた多様な人材をより多く養成す
るため、入学定員を700人から740人に変更しました。

③ 基幹理工学研究科「表現工学専攻」の新設
（2011年4月）
　基幹理工学部の表現工学科を基盤として、科学技
術と芸術表現を横断かつ融合する概念である「イン
ターメディア」を研究対象とした専攻を新設しました。

④  文学研究科人文科学専攻修士課程「現代文芸
コース」の新設（2011年4月）

　新たな時代の要請に応えることのできる文芸創作
の実作者および実践的に文芸ジャーナリズム活動に
かかわる人材を養成する「現代文芸コース」を新設し
ました。

　本学では、これまですべての入学者を対象とする
初年次教育として、あらゆる学問分野の基礎的能力
を身につけるための導入科目（WASEDA式アカデ
ミックリテラシー科目）など、きめ細やかなリテラ
シー教育を全学規模で行ってきました。論文やレ
ポートなどの文章を正確に書く能力を高める「学術
的文章の作成」については、受講者数の拡大を図る
とともに、電子ポートフォリオを試験的に導入する

など、各学生が主体的かつ継続的に自己の文章作成
力を辿ることができる仕組みについて検討を進め
ました。
　また、リテラシー科目の一層の充実を図るため、
新設科目（Critical Reading and Writing、数学基
礎プラスγ：2012年4月開講）の準備を進めました。

① ファカルティ・デベロップメント（FD）の推進
　授業方法の改善や英語による授業実施の支援を目
的に、2008年から始まった米国協定大学に約3週間
派遣するFDプログラムを継続実施して、若手教員を
中心に9名を派遣しました。

②  大学院の国際化および国際的研究連携の推進
　本学と北京大学で既に行われているダブルディグ
リープログラムに、マスターレベルのプログラム（北京
大学と環境・エネルギー研究科）を新たに構築し、
2012年4月からの実施に向け準備をしました。
　高麗大学校と政治経済学部のダブルディグリープロ
グラムも検討を開始しました。

③  グローバル・オナーズ・カレッジ・プログラムの
実施

　本年度もハーバード大学、コロンビア大学、ワシント
ン大学（シアトル）、シンガポール国立大学、北京大学、
高麗大学校の各学生と本学の学生が、世界規模の課
題に対して、解決策を模索することを目的に、夏期集
中講座として3週間にわたるプログラムをシンガポー
ルで実施しました。

④  セメスター・ベースの国際教育プログラムの新
規開発

　セメスター・ベースの国際教育プログラムをはじめと
した留学プログラムを新たに開発しました。2年次ある
いは3年次の一学期間の海外留学と、これに春季休業
期間や夏季休業期間を加えて6ヶ月～8ヶ月の海外学

2011年度事業の概要

「教育の早稲田」の充実1 －グローバル化対応の拡充・創造力を生む基礎力の涵養・多様性の確保－

新たな教育研究活動への取組み1

全学基盤教育の充実2

教育研究のグローバル化の推進3
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• 海外有力校への直接訪問
を通して海外での情報発信に努めました。また、海外
からの受験がしやすいように、各学部や研究科が独自
に設定している入試制度や入試日程についても統合・
整理を進めました。

② 留学生のキャリア支援の充実
　留学生数の増加に伴い、卒業・修了後に就職を希望
する留学生に対して、キャリアセンターの英語版ホー
ムページを整備し、英語による相談体制を整え、英語
でのメールマガジンを配信しました。また、留学生向け
の講座や企業説明会を充実させました。

習期間を確保するプログラムの検討を進めました。こ
のことで学生が就職活動に取り組むことが時期的にも
可能となり、かつ修学年限内で卒業が可能となるよう
な国際教育プログラムを整備していくこととしました。

① 留学生リクルートの戦略的な展開
　全学的な海外学生募集活動として、
• 上海や台湾など本学海外拠点のある地域での早稲
田大学留学説明会の実施

• 海外各地で開催された各種留学フェアへの積極的
な参加
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イギリス12%

フランス5%

アメリカ39%

中国 13%

カナダ 4%

その他18%

優秀な留学生の獲得体制の充実4

■ 外国人留学生受入年度別人数

■ 派遣留学生年度別人数

■ 外国人留学生出身国割合

■ 派遣先国割合

7Waseda  Ann ua l  R epo r t  2011

学
校
法
人
の
概
要

2
0
1
1
年
度
事
業
の
概
要

2
0
1
2
年
度
事
業
計
画
の
概
要

2
0
1
2
年
度
予
算
の
概
要

数
字
等
で
見
る
早
稲
田

財
務
の
概
要

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_本文.indd   7 12.7.4   9:54:21 AM



① 奨学金制度の見直し
　経済環境の変動や学生のニーズを勘案のうえ、各
種奨学金の制度を検証し、「私費外国人留学生授業
料減免奨学金」の見直しを行うとともに、「大隈記念
特別奨学金」や「大学院博士後期課程若手研究者養
成奨学金」の見直しに着手しました。

② 渡日前奨学金制度の拡充
　中国政府やベトナム政府が博士育成を目的に海外
に派遣する留学生の受け入れを実施しました。
　また、中国企業の支援による奨学金制度を運用し、
中国（香港・台湾を含む）から本学の大学院修士課程ま
たは専門職学位課程に多くの留学生を受け入れました。

③ 学生生活支援の向上
• 課外活動の支援
　学生の課外活動の充実・活性化を図り、学生文化を
さらに発展させるために、「早稲田祭2011」、「早稲
田学生文化・芸術祭」や「体育祭・総長杯スポーツ大
会」などを開催しました。
　また、学生生活に必要な知識、学生マナーや課外活
動に関する規程などをコンパクトにまとめた手帳
『CAMPUS DIARY 2011』を在学生全員に配布しま
した。
• 福利厚生の充実
　従来から加入していた「学生教育研究災害傷害保
険」（略称：学研災）と「学研災付帯賠償責任保険」（略
称：学研賠） に代わる早稲田大学独自の制度として早
稲田大学独自の制度として「早稲田大学学生補償制度
（傷害補償）」（略称：学傷補）と「早稲田大学学生補償
制度（賠償責任補償）」（略称：学賠補）を設立し、
2011年4月1日より運用を開始しました。

④  キャリアおよび就職支援の強化
　低学年向けにはキャリア形成支援行事（キャリアサ
ポートセミナー「生き方を考える」「仕事を考える」や
公務員・教員・資格が必要な仕事セミナー）を準備する
とともに、インターンシップ制度の一層の充実を図り、

学生の職業意識の涵養に努めました。高学年向けに
は各種就職支援行事を充実させ、その講座の内容を
収録したうえでオンデマンド化して公開しました。また、
約450社の優良企業を招いて企業説明会を行い、加
えて留学生対象の企業説明会も充実させました。

学生支援施策の充実5

■ 2011年度　全学就職者数ランキング

順位 業種名 就職先名称 就職
者数

1 普通銀行 ㈱三菱東京UFJ銀行 116
2 地方公共団体 特別区（東京23区）職員 77
3 通信業 ㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 71
4 電気機械器具製造業 富士通㈱ 69
5 電気機械器具製造業 三菱電機㈱ 68
6 教育（国公立学校）東京都教員 66
7 地方公共団体 東京都職員Ⅰ類 65
8 普通銀行 みずほフィナンシャルグループ 62
9 電気機械器具製造業 ㈱日立製作所 55
10 普通銀行 ㈱三井住友銀行 51
10 損害保険業 東京海上日動火災保険㈱ 51
12 証券業 野村證券㈱ 42
13 放送業 日本放送協会（NHK） 38
14 通信業 東日本電信電話（NTT東日本） 37
15 国家公務員 国家公務員Ⅱ種 36
15 運輸業 東日本旅客鉄道（JR東日本）㈱ 36
17 電気機械器具製造業 ㈱東芝 33
17 生命保険業 日本生命保険（相） 33
19 電気機械器具製造業 ソニー㈱ 31
19 専門サービス業 アクセンチュア㈱ 31
21 専門サービス業 ㈱野村総合研究所 30
21 国家公務員 国家公務員Ⅰ種（注1） 30
21 情報サービス業 楽天㈱ 30
21 損害保険業 三井住友海上火災保険㈱ 30
25 通信業 KDDI㈱ 29
25 総合商社 三菱商事㈱ 29
25 生命保険業 第一生命保険㈱ 29
25 総合商社 住友商事㈱ 29
29 損害保険業 あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 28
29 家具・什器小売業 ㈱ニトリ 28
29 信託銀行 三菱UFJ信託銀行㈱ 28
 ※2012年4月12日現在判明分
※2011年度　学部卒業生、大学院修士課程修了者の進路報告者数　12,394人
注1：最終合格者から就職した人数

■ 2011年度　国家公務員Ⅰ種最終合格者数（上位5校）
1 2 3 4 5

大学名 東京大学 京都大学 早稲田大学 慶應義塾大学 東北大学
合格者 444（428） 167（157） 105（71） 57（58） 55（61）
 ※（　）数字は2010年度

■ 2011年度　新司法試験合格者数（上位5校）
1 2 3 4 5

大学名 東京大学 中央大学 京都大学 慶應義塾大学 早稲田大学
合格者 210（201） 176（189） 172（135） 164（179） 138（130）
 ※（　）数字は2010年度
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⑤ 卒業後の進路に備えた教育プログラムの充実
　卒業後に社会人として求められる基本的なスキル
や能力を磨くプログラム（論理的思考法による問題解
決の基礎講座など）を充実させ、卒業する学生を支援
しました。

⑥  グローバル人材育成のための多文化交流プロ
グラムの充実

　学生をグローバル人材として育成する取組みの一
つとして、国際コミュニティセンター（ICC）において、
留学生と日本人学生を交流させ多文化理解を経験さ
せる様々なプログラムを年間305回実施し、のべ参加
学生数は9,734名でした。また、昨今の学生が「内向
き志向」と言われるなか、早大生の傾向について調査
（ICCリサーチ・プロジェクト「グローバルに活躍する人
材とは何か」における学生調査を2011年12月から
2012年1月に実施、総回収数769）を実施しましたが、
早大生に関しては内向き志向でないという結論を得る
ことができました。

⑦ 学生寮における全人教育プログラムの展開
　集団生活を通じてコミュニケーション能力やリー
ダーシップを養う独自の教育プログラムを充実すると
ともに、留学生と地方学生との混住型学生寮および関
連施設により構成される早稲田大学中野国際コミュニ
ティプラザ（872人規模）の開設に向けて、スケールメ
リットを維持しつつきめ細かいサポートができるように、
レジデンスセンターを中心に様々な面から検証を進め
ました。

⑧  障がい学生支援の充実
　オープン教育センター設置科目として「障がいの理
解と支援」を開講しました。また、障がい学生支援室で
は、通常のノートテイクや介助などの支援に加えて、震
災で被災した宮城県の大学の聴覚障がい学生に対し、
遠隔支援によるサポートを行いました。発達障がい学
生などへの支援は、保健センター・学生相談室が担っ
ていますが、より充実した体制の構築に向けて検討を
始めました。

　企業が実際に抱える問題について、企業人と本学
の学生が共同で問題解決に取り組み、解決策を提案
する新しい形の実践型産学連携としてプロフェッショ
ナルズ・ワークショップを実施しました。

　また地域および企業との連携事業として、次の取組
みを行いました。
①  佐賀県と連携し人材交流事業、生涯学習事業、中
学・高校での出張講座、早大生のフィールドワーク
授業を行いました。

②  奈良県との地域連携事業（地域活性化支援、留学
生によるフィールドワーク、地域人材育成など7
テーマ）を実施しました。

③  高知県宿毛市との交流事業として、学生によるアウ
トリーチ・プログラム（小中高等学校での地域教育
ワークショップ、地域資源の発掘とホームカミング
デー出展、梓立祭での発表など）を実施しました。

④  長野県木島平村との交流事業として、学生による
アウトリーチ・プログラム（棚田再生ワークショップ、
雪掘りワークショップ、ホームカミングデー出展）を
実施しました。

⑤  大阪道頓堀において周辺商店会連合会、大阪市、
NPO人形浄瑠璃文楽座と連携し、「上方文化再生
フォーラム」を実施しました（7講座）。

社会連携教育の拡充6

■ プロフェッショナルズ・ワークショップ　プログラム一覧

企業等 参加
学生数 テーマ

ANA総合研究所 12 あなたの考える栃木県足利市の観光と地
域活性化の提案を！！

日産自動車 42
「移動を刺激するための通信」、「将来世代
向け環境コミュニケーション」について
の提案を！

NEC 15
クラウド時代の新しい生活者向けサービ
ス・アプリケーションの企画～「C＆Cク
ラウド・ライフスタイル（仮称）」を皆さん
で創り出そう！～

Jリーグ 22
J リーグ版よのなか科を早稲田大学の学
生の知恵とネットワークを結集して、広
くよのなかに展開せよ

木島平村 20 信州木島平村発！！日本のふるさと農山
村の再生！！

KUMON
（公文教育研究会） 10

KUMONのブランドイメージについて徹
底的に調査！調査結果を基に「ブランド
を高めるネットワーク構築」についての
提案を！！

JAXA（宇宙航空
研究開発機構） 11

Mission X（NASA 主導国際教育プログ
ラム）を活用して、東日本大震災の復興支
援特別プログラムを企画・実施しよう！！
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⑥  西東京市と連携して、早稲田大学高等学院（上石
神井）での、小学生親子を対象とした「理科・数学
だいすき実験教室」を実施しました（9講座）。

⑦  伊勢崎市教育委員会と連携して、中学生を対象と
した3日間の「アカデミック・キャンプ」（早稲田大学
ツアー、研究室訪問、模擬講義）を行いました。また
WAVOC学生チームによる市内学校訪問と中学生
へのボランティア教育を行いました。

⑧  墨田区との連携事業として、墨田区食育推進計画
策定を支援し、住民と早大生が参加する連続ワー
クショップを実施しました。（全5回）

⑨  中野区産業振興部門との連携事業として、中小企
業経営者、経営幹部を対象とした「経営・学び座な
かの経営パワーアップ塾」を行いました。

⑩  日産自動車株式会社との連携事業として、国際教
養学部、創造理工学部、情報生産システム研究科
での提携講座、中学生への環境教育を行いました。

⑪  りそな総合研究所と連携して、留学生と企業経営
者によるワークショップおよび川口市内工場見学を
行いました。

⑫  サンデン環境みらい財団（サンデン株式会社）と連
携して、4大学（早稲田大学、群馬大学、高崎経済
大学、前橋国際大学）の学生とサンデン社員が環
境プロジェクトを推進する「環境ネットワークキャン
パス」を行いました。

　両高等学院では、学部への理解を深め進学への動
機づけとなるモデル授業などの実施や大学の正規授
業を履修し、入学後その単位を認定する制度を引き続
き実施しました。
　系属校では、早稲田摂陵高校から初めての卒業生を
出し、そのうち推薦により19名の入学が決定しました。

　本学が有する健康医療分野での教育・研究の成果
をもとに、オープン教育センター全学共通副専攻の
コースとして、人文社会科学の側面、生命科学の側面

を総合的に学ぶことができる健康・医療コース（2012
年4月設置）の準備を進めました。

　1886（明治19）年の早稲田講義録発刊以来、本学
は生涯学習機関としての役割を果たすため、多様な
学習機会の提供に努めてきました。
　また、一部の学部・研究科においては、社会人入試
（AO入試）や夜間コースの設置・土曜日の開講など
の配慮・工夫をしました。
① ビジネススクールなどビジネスの即戦力を習得
できる研究科
② インターネットを利用した通信教育課程の人間
科学部eスクール
③ 日本最大の科目等履修生制度（2011年度受講生
約2,600人）
④ 大学の持つ知の開放～オープンカレッジ講座
（2011年度エクステンションセンター受講生約
3万人）

附属・系属校の充実7

社会人教育の充実9

健康医療教育に関する今後の方向性の検討8
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■ 学内奨学金のうち指定寄付による奨学基金

ロバート・ケネディ奨学基金 サンゲツ奨学基金 アジア太平洋研究科奨学基金

海老崎ツル奨学基金 大野高正奨学基金 宮下尚大奨学基金

久野義三郎奨学基金 染谷恭次郎奨学基金 りそな稲門会奨学基金

津田左右吉奨学基金 浅井邦二奨学基金 武本（裵）孝俊奨学基金

建築学奨学基金 教育学部奨学基金 大社淑子奨学基金

村野藤吾奨学基金 楠本英隆奨学基金 酒井晨史奨学基金

稲土奨学基金 機械工学奨学基金 木村正輝奨学基金

大川功奨学基金 環境資源工学会奨学基金 寺尾巌奨学基金

商学部奨学基金 小池陽甫奨学基金 商学部創設100周年記念交換留学奨学基金

青木茂男奨学基金 文学研究科哲学コース奨学基金 商学研究科（専門職学位課程）奨学基金

高等学院奨学基金 新井清光奨学基金 岡本重晴・晴江奨学基金

吉澤兵左奨学基金 社会科学部卒業生奨学基金 篠田義明海外留学奨学基金

横溝克己奨学基金 本庄高等学院奨学基金 荒井孝晋海外留学奨学基金

菊竹清訓奨学基金 法学部横川敏雄記念奨学基金 岡内貞夫奨学基金

村田製作所奨学基金 森正勝記念外国人留学生助成基金 文学学術院学部奨学基金

大照完奨学基金 而立奨励基金

松本馨奨学基金 安井孫助・たに記念外国人留学生助成基金

■ 学内奨学金のうち指定寄付による奨学資金

文学学術院学部奨学資金 政治経済学術院奨学資金 創立125周年記念田原総一朗外国人留学生奨学資金

人間科学部奨学資金 大塚静江奨学資金 小川洌奨学資金

教職員給付奨学資金 藤野堯久奨学資金 瓦葺利夫奨学資金

アジア太平洋研究科奨学資金 人間科学部eスクール一般給付奨学資金 商学部緊急給付奨学資金

若手研究者研究奨励奨学資金 稲龍会奨学資金 高麗大学校日本校友会奨学資金

稲門女性ネットワーク奨学資金 平田彰奨学資金 照田喜美枝建築学奨学資金

早大生協給付奨学資金 盛田和昭奨学資金 ゴールドマン･サックス･スカラーズ･ファンド

公共経営研究科奨学資金 キヤノン電子奨学資金 山下高広奨学資金

日本語教育研究科奨学資金 マイクロソフト奨学資金 人間科学部eスクール特別給付奨学資金

大塚普門･房子研究奨励奨学資金 水野敏行奨学資金 増山瑞比古ラグビー蹴球部奨学資金

法学部教育奨学資金 創立125周年記念林榮東奨学資金

商学研究科（専門職学位課程）奨学資金 創立125周年記念新宅奨学資金

本学には、大隈記念奨学金・小野梓記念奨学金・若手研究者養成奨学金・指定寄付に基づく奨学金をはじめ早稲田大学独自の学
内奨学金、日本学生支援機構奨学金、民間団体奨学金など様々な奨学金制度があります。
特に学内奨学金の全てが返還不要の奨学金となっており、2011年度は学内奨学金や東日本大震災に伴う学費減免措置の費用な

どを含め、約34.6億円を給費しました。

学生生活の支援 ～奨学金の拡充～

校友･父母･教職員･篤志家・支援団体など、本学をご支援くださる方々からの寄付により設定する奨学金制度（指定寄付による奨
学金制度）は、現在約80種設けられています。

0
2011年度2010年度2009年度2008年度2007年度2006年度

18.5
26.7 29.7 31.8 35.2 34.6

20

40奨学費
（億円）

■ 年度別学内奨学資金
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　総合的・学際的な研究活動を強化するため、重点研
究推進分野の策定などの基本戦略を定める「全学研究
会議」のもと、戦略的に研究活動を推進してきました。
　2011年度は、研究戦略センター、研究院の連携の
もと、研究テーマ「早稲田バイオサイエンス国際共同
研究拠点の形成」を「重点領域研究」として設定しま
した。バイオサイエンス分野の最先端研究（生命活動
の原理、病態の解明、新しい医用マテリアルの研究開
発など）を、シンガポールの研究機関（シンガポール科
学技術研究庁 （A＊STAR）傘下の研究機関、シンガ
ポール国立大学（NUS）、南洋工科大学（NTU）など）
との国際共同研究体制として形成し、開始しました。
　また、グローバルCOEなどの教育・研究拠点、高等
研究所および博士キャリアセンターが連携をとり、次
代を担う若手研究者の育成と登用を進めました。
　採択件数の増加が見込まれる科学研究費助成事業
については、研究者個々人の自発的な研究の促進の
ために、さらなる獲得支援策を行いました。

　本学の米国における学生交流拠点として2005年
設立したオレゴン・オフィスについては、学生交流のみ
ならず研究についても積極的に支援を行う拠点とする
ため、Waseda USAサンフランシスコ・オフィスとして、
新たに2012年4月開設するべく準備を進めました。
　また、中国での本学の情報発信拠点として運営して
いた㈱早稲田（北京）教育科技諮詢有限公司を、
2012年度に100%子会社として運営開始するため
準備を進めました。

① 産学官連携のワンストップ体制の実現
　研究成果の社会への還元をより一層推進するため、

産学官連携の窓口を機能的に連携させ、総合力を発
揮できるようなワンストップ体制の実現を目指し、まず
は第一段階としてWebページを作り直して体制の見
直しを行いました。

②  知的財産法務機能の強化および知的創造サイクルの構築
　産学官研究推進センターでは、弁理士、行政書士や
知的財産関係の法務・契約業務を長年経験してきた多
くのコーディネーターやアドバイザーを配置し、研究契
約において知的財産条項の確認機能を充実するとと
もに、本学の知的財産の保護と技術移転機能の強化
を図りました。
　また、国内外での技術シーズ紹介、技術マッチング
活動などの着実な実行およびTLO機能の強化により、
国際規模での知的創造サイクルの構築を進めました。

③  グリーン・コンピューティング・システム研究機構の始動
　環境に優しいコンピューティングシステム技術の産
学連携研究拠点として、経済産業省「産業技術研究
開発施設整備事業」による支援を受けた「グリーン・コ
ンピューティング・システム研究開発センター（早稲田
大学40号館）」が、研究院傘下のグリーン・コンピュー
ティング・システム研究機構の研究拠点として、本格的
に活動を開始しました。
　同センターでは、以下の研究開発と人材育成を目指
しました。
• 冷却ファン不要で低消費電力、高性能、コンパクト、
高い静粛性、太陽電池でも駆動可能な国際競争力
の高い次世代マルチコア・メニーコアのハードウェア、
ソフトウェアの研究開発
• それらを活用したサーバ、情報家電、ロボット、自動
車などへの応用技術研究開発
• 産学共同で次世代高付加価値技術を創出する人材の育成

① 研究環境の整備
　科学研究費助成事業等の公的研究費制度の動向や研

「研究の早稲田」の飛躍2 －学術院体制の枠を超えた研究－

研究体制の組織的・戦略的強化および
外部資金の獲得強化

1

国際的競争力のある研究拠点形成のための整備2

産学官連携体制の確立および強化3 研究環境の整備および研究支援体制の充実4
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究現場の実態を考慮しながら、学内諸制度を見直し研究
費使用の利便性向上を図るとともに、間接経費などの有
効活用を図ることにより、研究環境の整備を行いました。

②  公的研究費の適正な執行管理および研究支援
システムの機能強化

　経理処理業務集中化の部分導入により、公的研究
費の適正な執行管理の着実な実行を図るとともに、研
究支援システムの機能強化により、研究者の事務負
担の軽減、研究費管理の利便性の向上を図りました。
　大学の国際化により、国際的産学連携の機会が活
発化してきたことに伴い、これまでの「安全保障輸出
管理運用要項」を見直し、「安全保障輸出管理規定」
および「安全保障輸出管理規定運用細則」を制定し、
これらの規程を学内に周知しました。

　日米研究インスティテュートは、設立3年目を迎え、
理念である日米関係を基軸としつつ、特に東日本大震
災に焦点をあて、国際関係、政策研究、経済、教育、科
学技術研究、復興支援など多面的な分野におけるイ
ベントの開催や情報発信を行いました。

　また、企業経営者層、政治家などのトップリーダーを講
師とする「トップリーダーセミナー」を新たに開催しました。

　本学のアカデミック・ステイタスの維持・向上と本学教
員および博士学位取得者などへの出版機会の提供を
目的に、出版機能と情報発信強化の一環として、良質
の学術研究書を㈱早稲田大学出版部から出版しました。
　2011年度は、「早稲田大学学術叢書」5点、「早稲
田大学モノグラフ」21点を刊行しました。また、この制
度により刊行された出版物のうち4点が、学外の団体
が主催する賞を受賞し、以下の通り顕彰されました。
• 五十嵐誠一『民主化と市民社会の新地平̶フィリピン政治のダ
イナミズム』（早稲田大学学術叢書）：第10回日本NPO学会優
秀賞
• 青木雅浩『モンゴル近現代史研究－1921～1924年』（早稲田
大学学術叢書）：第6回樫山純三賞（樫山奨学財団）
• 上野和昭『平曲譜本による近世京都アクセントの史的研究』（早
稲田大学学術叢書）：第30回新村出賞（新村出記念財団）
• 河 野 英 二 『"Geschriebene Schauspielkunst"－ Die 
Performativität der Satire bei Karl Kraus und ihr 
historischer sowie sprachkritischer Hintergrund』（早稲
田大学モノグラフ）：第9回日本独文学会・ドイツ語研究書部門賞

■ 重点領域研究一覧
課題設定型

研究領域 研究テーマ

日本学・日本文化研究の国際発信・交流 世界と共創する新しい日本文学・日本文化研究
占領期・1950年代のアメリカの対日情報・文化戦略と日本・日本人

グローバリゼーション下の制度

21世紀日本の社会システムの学際的研究
解釈レベル理論に基づいた顧客満足規定要因コミュニケーション戦略に関する国際比較研究
グローバリゼーション時代における知的財産法制度の再構築　
－文理融合型研究機関「早稲田大学知的財産総合研究所設立準備機構」の構築と展開－
世界の中核研究機関としての比較法研究拠点の全面的再構築を目指して

エコ・エネルギー・ソサイエティのための
科学技術

未来の電気エネルギー供給形態のデザインと構築
－再生可能で環境に優しい電気エネルギーに基づく低炭素社会の実現に向けて－

健康・医療の新潮流形成 脳と心の科学の社会的還元　－総合人間科学に基づく応用脳科学－

地球の中でのアジアの共生
アジアにおける共生型サービスビジネスモデルの探求
アジアにおけるムスリム・マイノリティと非ムスリム・マジョリティの共生に関する国際比較研究
文明移動としての「仏教」からみた東アジア世界の歴史的差異と共生の研究

持続性のための政策・産業・ジャーナリズム 持続可能資源管理の産業エコロジー

多様な循環型生活基盤の形成
環境に優しい半導体および絶縁材料の開発
ダイアモンドMOSFETを使用したグリーンインバータ開発による低炭素社会の実現
アジア圏における安全・安心な資源循環システムの構築に関する包括的研究

数理・物理等基礎科学を中心とした
未来開拓科学

最先端宇宙科学観測による新たな宇宙像の探求　－世界レベルの宇宙科学観測・技術融合センターの設立－
光と物質の相互作用　－基礎物理からデバイス応用まで－
非線形偏微分方程式研究

課題公募型
研究領域 研究テーマ

バイオサイエンス、フィジカルバイオロジー、ナノバイオテクノロジー、
バイオイメージング、ケミカルバイオテクノロジー 早稲田バイオサイエンス国際共同研究拠点の形成

グローバルイシューへの政策提言発信5

学術出版機能の強化6
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　本学が所蔵する貴重な文化資源を教育・研究におい
て有効活用するとともに、広く社会に公開しました。
　また、学内外機関との協力により、各種の文化的イ
ベントを活発に行うことを通じて、「早稲田文化」の創
造に努めました。その際、広報や関係資料の英語化な
ども積極的に進めて、留学生や海外からの来訪者を含
めた文化面での交流を推進しました。

① 所蔵資料のデジタル化推進
　坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物館お
よび大学史資料センターが所蔵する資料の調査を行
うとともに、資料のデジタル化を継続して行いました。
　また、サービスの向上を目的とした統合データベー
スの検索・管理の機能強化に向けて準備を進めました。

② 文化資源・文化事業に関する情報発信
• 全学共通科目「早稲田学」において、専任教員1名
を新たに配置し、授業実施体制の充実を図るととも
に授業内容の充実を図りました。（前期「創設者大
隈重信」登録者数150名、後期「近代史のなかの早
稲田大学」登録者数156名）

• 文芸をはじめとする文化芸術活動において著しい
貢献をなした個人（もしくは団体）を顕彰すべく、
「早稲田大学坪内逍遙大賞」を2007年に創設し、
隔年で授与してきましたが、第3回となる2011年
度は大賞を野田秀樹氏、奨励賞を円城塔氏に授与
しました（2011年11月）。円城氏はその直後、第
146回芥川龍之介賞（2011年度下半期）に輝きま
した。
• 文化推進部が運営するWebサイト「早稲田文化」を
充実させるとともに英語化に向け準備を進めました。

• 第11回石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞に
おいて、138件の応募・推薦作品の中から右記4作
品への授賞を決定し、顕彰しました。

　自治体（美濃加茂市、軽井沢町、鴨川市など）、地域
や協賛企業などと連携し、文化事業面での協力関係
の構築、強化に取り組みました。大学関係者だけでな
く広く一般観客を対象とした文化事業を展開するとと
もに、募金など文化振興のための財政基盤整備の方
策を検討しました。

　平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）
では、多くの「ボランティアセンター」が行うボラン
ティア活動の情報提供や仲介ではなく、ボランティ
ア関連の15科目や様々な分野における34のボラン
ティアプロジェクトを展開しました。
　本年度より、新たにオープン教育センター設置の
全学共通副専攻として、様々な社会問題に対峙し現
場で活動する実践者の声を聞く講義科目や現場から

「社会貢献・文化推進の早稲田」の確立3 －文化の発信拠点として－

「早稲田文化」の情報発信の強化1
■ 公共奉仕部門　大賞 

受賞者

ETV特集
「ネットワークで作る放射能汚染地図～福島原発事
故から2か月～」取材班　
代表　日本放送協会制作局 文化・福祉番組部　
チーフ・プロデューサー　増田秀樹

作品名
ETV特集
「ネットワークで作る放射能汚染地図～福島原発事
故から2か月～」

受賞者 朝日新聞 大阪本社社会部・東京本社社会部 改ざん事
件取材班　代表　板橋洋佳

作品名 「大阪地検特捜部の主任検事による押収資料改ざん事件」の特報および関連報道

■ 草の根民主主義部門　大賞 

受賞者 琉球朝日放送 報道制作局 報道制作部　
ディレクター　三上智恵

作品名 報道特別番組
「英霊か犬死か～沖縄靖国裁判の行方～」

■ 文化貢献部門　奨励賞 
受賞者 映画監督　鎌仲ひとみ

作品名 ドキュメンタリー映画
「ミツバチの羽音と地球の回転」

文化振興のための学外機関との連携強化2

ボランティアを通じた「地球市民」の育成3
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学ぶ体験科目を体系的に学び、将来、社会貢献やボラ
ンティア活動の先頭に立てる人材育成を目的として、
「社会貢献とボランティア」が開設されました。 　編纂委員会のもと、編集の基本方針、百五十年史お

よび関係出版物の構成、資料収集、編纂日程の見通し
などについて検討を進め、基本方針を策定しました。

　東京都の「環境確保条例」において、早稲田・戸山・
西早稲田の各キャンパスが、2010年度から2014年
度までの5年間、毎年CO₂排出総量の8％を削減する
義務対象となったことを踏まえ、使用エネルギーの高
効率化や運用の改善を行うとともに、学生の参画も含
め、啓発・省エネルギー活動を全学的に推進しました。

　体育各部の内、9部・11チームが大学選手権大会優
勝を果たすとともに、個人においても優秀な成績を残
しました。また、体育各部監督・コーチを対象に、コーチ
ングとコンディショニングをテーマとしたセミナーを2
回開催し、課題と情報の共有を図りました。

早稲田大学創立百五十年史編纂事業の推進4

エコフューチャーの推進5

早稲田スポーツの支援6

■ WAVOCプロジェクト一覧 
プロジェクト名 活動地

環　境

1 エコミュニティ・タンザニア タンザニア

2 海外ボランティアリーダー養成
プロジェクト（ボルネオ）

マレーシア・
ボルネオ島

3 イグアス地域自然環境保全プロジェクト アルゼンチン

4 高尾の森づくり 東京都

5 思惟の森育林 岩手県

6 ケニア社会林業プロジェクト ケニア

7 所沢キャンパス湿地保全活動 埼玉県

8 環境保全型森林ボランティア 岡山県

9 一学一山運動 全国

教　育

10 ラオス学校建設教育支援 ラオス

11 チャータースクールへの教育支援 アメリカ

12 アフガニスタン復興支援 国内

人　権

13 DVほっとプロジェクト 国内・韓国

14 ハンセン病問題支援 国内・中国

15 コミュニティ・エイズ・プロジェクト（CAP）
国内・
フィリピン

農　業

16 三芳村里山づくり・有機農業体験実習 千葉県

17 農と食と緑の学校 inおけら牧場・ラーバンの森 福井県

18 農楽プロジェクト 早稲田

19 RINC インド・東北

文化交流
文化保全

20 難民交流プロジェクト 早稲田

21 離島交流プロジェクト 沖縄県

22 日本コリア未来プロジェクト 韓国他

23 日越交流プロジェクト ベトナム

24 まつだい早稲田じょんのび交流プロジェクト 新潟県

25 千畝ブリッジングプロジェクト リトアニア

26 Ju・Ju～カンボジア・村人共生プロジェクト カンボジア

27 日本ルワンダ学生会議 ルワンダ

スポーツ
28 スポーツボランティアプロジェクト 山梨県他

29 ダウン症児者・自閉症児者・親きょうだいのワクワクレスリング教室 早稲田

その他

30 東日本大震災復興支援プロジェクト 東北他

31 アトム通貨 早稲田

32 早稲田災害対策学生チーム（早稲田レスキュー） 早稲田

33 Cafaire（カフェアー） 早稲田

34 音楽ボランティア 埼玉県他
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WASEDA CULTURE
　本学では、国宝2件、重要文化財7件、重要美術品8件を
含む図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録
文書類など約500万点以上が、図書館、坪内博士記念演劇
博物館、會津八一記念博物館、大学史資料センターなどに
所蔵され、教育と研究に活用されています。

　今年度は隔年で授賞が行われている早稲田大学坪内逍遙
大賞に劇作家・演出家・俳優の野田秀樹氏、同奨励賞に作
家の円城塔氏が選ばれ、授賞式・祝賀会が開催されました。
また東日本大震災の影響で一部開催が延期されましたが、多
くの展示会、講演会等の文化事業が行われました。

＜2011年度行った文化事業の一例＞

● 六世中村歌右衛門展－私の愛したお役　
● 表象とかたち－伊藤熹朔と昭和の舞台美術
● 永井愛と二兎社の世界～30年の軌跡をたどる
● 初代中村吉右衛門展
● 七代目市川團十郎展－生誕220年によせて－
● 中国人留学生と新劇展
● 世阿弥を継ぐ～十五世観世大夫元章の革新～
● LIFE with ART ～ダム・タイプ『S/N』と90年代京都展～
● ピーター・ブルックとシェイクスピア展
● 日活向島と新派映画の時代展
●つかこうへいの70年代展
●『坪内逍遙書簡集』出版記念　逍遙書簡展
● 創立125周年記念寄贈作品による「都市と絵画」展
●達磨・だるま・ダルマ

●江戸時代の文人画
●工芸にみる花文様
●資料に見る早稲田の軌跡
● 天野為之と早稲田大学展
● 埼玉県鶴ケ島市寄贈オセアニア民族造形美術品展
●  2011年度 美濃加茂市・早稲田大学 文化交流事業 共催展　
没後50年 津田左右吉展　

●  早稲田大学における日独交流150周年記念行事　日独合作
映画「赤い点」上映会

●  中野区・早稲田大学文化交流事業　早稲田大学交響楽団
「Maple Concert」
● 早稲田大学芸術功労者・阿刀田高講演会
● センポ・スギハァラ　再び夏へ
● 多和田葉子･高瀬アキ　ワークショップ&パフォーマンス
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　経常予算の一律4％マイナスシーリングを継続して
実施するとともに、中長期的な収支状況を勘案し、各
事業の優先順位の検討を行い予算の効率的な活用に
努めました。
　また、これまでの調達方法に加え、新たな試みとし
てリバースオークションを試験的に導入し、コスト削減
に努めました。
　2011年1月に設置した経理処理集中化プロジェク
ト室は、経理課検収センターを同年4月に統合するとと
もに、経理処理業務においては勘定科目および箇所を
限定して集中化を実施し、経理処理の適正化を図りま
した。

　「WASEDAサポーターズ倶楽部」「教育振興資金」
などの各種寄付の広報・募集活動に加え、「被災学生
支援募金」、「復興支援活動（被災学生支援等）募金」
の募集をWASEDAサポーターズ倶楽部を通じて行い
ました。
　また、WASEDAサポーターズ倶楽部特別会員（本
学名誉称号者）を対象に「早稲田大学をご支援いただ
いている皆様との集いWASEDAサポーターズ倶楽
部エグゼクティブフォーラム」を開催し、本学の教育・
研究活動や社会貢献について説明の機会を設け、交
流を深めました。
　さらに、財政基盤の安定・向上に資するために、大学
財政に占める寄付金比率を上げ、継続的に寄付金が
集まる仕組みの構築に向け中長期計画を立案しまし
た。取組みの一つとして学内の外部資金獲得に関す
る情報を一元化し、寄付メニューパンフレット『早稲田
大学社会貢献・連携事業』を作成しました。加えて、新
たな寄付金の獲得を目指し、Web募金（インターネット
募金）システムの全面的な改良をするため、Web募金
戦略プロジェクトを立ち上げました。

　今年度も引き続き経済界と大学との関係構築・強化
への重要な取組みの一環として、「稲門経済人の集い」
を実施しました。また「地方学生のつどい」を開催し、学
生同士のネットワーク化を図るとともに、在学生と校友
会支部・地域稲門会との交流を積極的に推進しました。
さらに、本学公認プロジェクト「Hello！ WASEDAプロ
ジェクト」と校友会支部・稲門会・地方自治体との共催に
より、スポーツ教室、駅伝、クッキング教室、講演会など
様々なイベントを愛知、大阪、京都、広島、佐賀、東京で
行いました。
　また、専門職大学院を中心に、学部・研究科単位で稲
門会が組織化されてきたことに伴い、新たなカテゴリー
として「学部・研究科稲門会」を新設し、卒業後に社会
でのつながりを深め、校友間の連携を強化しました。

経営基盤の強化4 －教育研究環境の質的向上をめざして－

教育研究活動を支える財政基盤の確立1

恒常的募金体制の確立に向けた各種施策の推進2

校友との交流促進3

■ 2011年度 寄付受理＜寄付種別＞ 
種　別 件　数 金額（円）

1 指定寄付金 2,228 19.8% 813,456,761 35.6%
2 各 種 基 金 881 7.7% 192,339,847 8.4%
3 各 種 資 金 3,472 30.2% 204,669,582 8.9%
4 寄 付 講 座 186 1.6% 131,051,472 5.7%
5 教育振興資金 371 3.2% 62,038,000 2.7%
6 WASEDAサポーターズ倶楽部 3,574 31.2% 828,380,432 36.3%
7 高等学院教育環境整備募金 561 4.9% 42,143,550 1.8%
8 本庄30周年教育環境整備募金 162 1.4% 13,942,957 0.6%

金銭寄付 合計 11,487 100.0% 2,288,022,601 100.0%
物品寄付 合計 168 － 133,888,559 －
総　　　計 11,655 － 2,421,911,160 －

■ 2011年度 寄付受理＜寄付者区分＞ 
種　別 件　数 金額（円）

1 法　人 546 4.8% 855,452,369 37.3%
2 団　体 206 1.8% 299,432,968 13.1%
3

個　

人

校　友 4,792 41.7% 699,534,364 30.6%
4 父　母 1,104 9.6% 79,234,700 3.5%
5 一　般 428 3.7% 67,847,843 3.0%
6 教職員 4,411 38.4% 286,520,367 12.5%
金銭寄付　合計 11,487 100.0% 2,288,022,601 100.0%
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　本学における内部統制の有効性を高めるため、監
事、会計監査人および監査室の三者が有機的に連携
し、会計および業務に関する監査を増強することで、
コンプライアンス強化を推進するとともに、これまで
内部監査等で指摘された勧告事項が適正に実施され
ているかの検証を行いました。

① 大学情報公開の促進
　学生向け広報紙「早稲田ウィークリー」（約1万5千
部×年29回）、教職員・父母向け広報誌「CAMPUS 
NOW」（約5万部×年5回）、校友向け広報紙「西北の
風」（約44万部×年1回）の発行や、讀賣新聞Web広
告「WASEDA ONLINE」（月間平均PageView約
39万件）、キャンパスツアー（年間参加者約22,000
名）など、様々な媒体・手段を使って大学の情報を広く
継続的に発信し、本学の理解促進に努めました。また、
前年度のYouTube、Twitterに続いてFacebookを
公式に採用するなど、Webや携帯を主体とした情報
発信体制のさらなる充実を図りました。
　記者会見を含むニュースリリースは、232件（2010
年度205件）実施し、361件（同260件）のパブリシ
ティでの報道を得ました。他のメディアリレーションと
して、主要新聞・通信社などの論説委員と総長との懇
談会を実施しました。
　加えて、文部科学省令により2011度から教育情報
の公表が必要である項目が明確化されたことに対応
し、学内関係箇所との調整を行い、主要データをより
分かりやすくかつ体系的に公開するWebページを制
作しました。
注） パブリシティ件数については、プロ野球ドラフト関係および危機管
理案件は除く。

② 国際情報発信力の強化
　「グローバルキャンパスWASEDA」の実現に向け、
2010年度までに学術院関係の英文サイトがすべて
完成したことに伴い、その他の箇所の英文サイト構築

支援を開始し、WAVOC、キャリアセンター、競技ス
ポーツセンターの英文サイトが完成しました。加えて、
主として海外からの留学希望者向けに、各学術院英文
サイトのTopicsをわかりやすく一覧化した、NAVIサイ
トを制作しました。
　また、「WASEDA ONLINE」の英文サイトも月間
平均約48,000件のPageViewを得ており、合わせて
「Waseda University Newsletter from 
WASEDA ONLINE」を海外関係機関の約2,000名
に年3回発信しました。

① 情報基盤の整備
　教育・研究の向上を情報化の面から有機的に結びつ
け、大学全体の取組みとして支える情報化推進プログ
ラム（2006～2014年）の計画に沿って、情報基盤整
備を行いました。特に、教育を支える「CourseN@vi」
および「研究支援システム」の機能拡張、サイバーセ
キュアキャンパスの中核である「Waseda-netメー
ル」の更新をはじめとする全学向け情報基盤整備を行
い教育・研究面を強化しました。
　また、「本庄高等学院新校舎」竣工に合わせ情報環
境整備を行いました。

② 教育・研究の基盤となる施設整備
• D棟（仮称）建設工事の準備に向け、既存3号館を
解体しました。
• 既存33号館の高層棟部分を解体し、新33号館建
設工事に着手しました。
• 本庄高等学院の新校舎が2012年3月に竣工しま
した。

③ 各校舎の耐震改修工事の実施
　1・6・7・12・41-2・41-3・42・42-3・54・56・58・
65・74-4・74-10・75・92-8・120-1・120-2・120-3
号館の耐震改修工事が完了しました。16・53号館等、
補強が必要な建物の耐震改修計画を立て、工事に着
手しました。

コンプライアンスの強化4

教育研究基盤の充実6

広報体制の強化5
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④  早稲田大学中野国際コミュニティプラザ新築
工事の着手

　早稲田大学中野国際コミュニティプラザの建設工
事に着手しました。

⑤  グローバル化に向けた各キャンパスのサイン
計画および整備

　早稲田キャンパスに引き続き、戸山キャンパスを統
一感のあるサインに整備しました。

⑥ 防災対策の推進
　「大地震マニュアル」を改訂し、教職員に周知徹底
を図るとともに、学生向け携帯版「大地震マニュアル
（日本語・英語）」を新入生、在学生に配布し、適切な対
応や行動ができるように準備しました。また、被災時を
想定し、災害対策室設営演習などの初動訓練を実施
し、日頃からの防災に対する意識やスキルの向上に努
めました。加えて防災備蓄備品類の点検を行い整備し
ました。

　本学における男女共同参画の推進に向けて、「男女
共同参画宣言」、「男女共同参画基本計画」に沿った
年次計画を策定し、教職員・学生を対象とした講演会・
セミナー・交流会などを多数開催するほか、リーフレッ
トやニュースレターの発行、ホームページやポータル
サイトによる情報発信を定期的に行うことで、意識の
向上を図りました。
　また、女性研究者比率の向上に向けて、第2回目と
なる学術院へのヒアリング調査を実施したほか、5月
には、学生・教職員が利用できる一時預かりの託児室
を早稲田キャンパスに設置しました。

　複雑多様化する業務に加え国際的業務が増加する
なか、教学および法人の両面における高い専門性を
持った職員の育成を目的として、次の研修プログラム
を実施しました。

①  外国語能力の強化とともに国際的視野を涵養
するグローバル化対応育成プログラム

　インターンシップと語学研修を組み合わせた2～3
か月間の海外協定大学派遣研修を4名の研修生を対
象に実施したほか、海外の大学院において修士取得
のためのプログラムに1名を派遣しました。

②  教育支援業務への創造的な取組みを通じて教
員と連携できる育成プログラム

　授業運営支援研修および全学共通副専攻支援研修
を新入職員をメインとした30名の職員を対象に実施し
ました。

③  企画立案・プレゼンテーションスキルを向上す
る育成プログラム

　プロフェッショナルズ・ワークショップ、こうはいナビ、
Hello！ WASEDAプロジェクトなどのプロジェクトを通
じて、教育研修コーディネーター型職員の育成を行っ
たほか、関西大・西南学院大との合同研修を実施しま
した。

④  総合的にマネジメントスキルを養成するプログ
ラム

　新入職員に対する論理的思考力養成研修をはじめ、
入職2年目・3年目・4年目・5年目・7年目・10年目などを
対象として、コミュニケーションスキルや課題解決スキ
ルなど、マネジメントスキルを段階的に習得するプログ
ラムを実施しました。

男女共同参画の推進7

職員人材の育成8

19Waseda  Ann ua l  R epo r t  2011

学
校
法
人
の
概
要

2
0
1
1
年
度
事
業
の
概
要

2
0
1
2
年
度
事
業
計
画
の
概
要

2
0
1
2
年
度
予
算
の
概
要

数
字
等
で
見
る
早
稲
田

財
務
の
概
要

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_本文.indd   19 12.7.4   9:54:23 AM



教育研究活動の一層の充実に向けて

■ WASEDAサポーターズ倶楽部（早稲田大学後援会）に関すること：WASEDAサポーターズ倶楽部（早稲田大学後援会）事務局
  TEL 03-3202-8049  FAX 03-5286-9801  E-mail : w-supporters@list.waseda.jp
■ 高等学院教育環境整備・充実事業募金に関すること：高等学院教育環境整備・充実事業募金事務局
  TEL 03-5991-4151  FAX 03-3928-4110  E-mail : jimu61@list.waseda.jp
■ 本庄高等学院30周年教育環境整備･充実事業募金に関すること：本庄高等学院30周年教育環境整備･充実事業募金事務局
  TEL 0495-21-2400  FAX 0495-24-4065  E-mail : honjosh@list.waseda.jp
■ 各種ご寄付に関すること：総長室　募金課
  TEL 03-3202-8844  FAX 03-5286-9801  E-mail : kifu-ml@list.waseda.jp

【お問い合わせ先】

「WASEDAサポーターズ倶楽部」、「高等学院教育環境整備・充実事業募金」「本庄高等学院30周年記念 教育環境整備・充実事
業募金」をはじめ、早稲田大学のご寄付については、下記のサイトをご覧いただきますようお願い申し上げます。

http：//www.waseda.jp/kifu/index.html

※ この他、いただいたご寄付は、教育振興、競技スポーツ強化など教育研究活動の拡充・整備のために有効活用しています。ぜひとも趣旨を
ご理解いただきご賛同くださいますようお願いいたします。

～「WASEDAサポーターズ倶楽部」、「高等学院教育環境整備・充実事業募金」および「本庄高等学院
30周年記念　教育環境整備・充実事業募金」へのご協力のお願い～

「復興支援活動（被災学生支援等）」へのご支援のお願い

現在、本学では「WASEDAサポーターズ倶楽部」を通して、「復興支援活動（被災学生支援等）」としてご寄付を募集しております。震災後
の3月24日より同年12月まで「被災学生支援」として、その後「復興支援活動（被災学生支援等）」として、ご寄付の募集を継続しており、
これまで約1500件、総額1億5000万円を超えるご寄付を賜りましたことをここにご報告申し上げるとともに、皆様のご厚志に感謝申し上
げます。2013 年3月末日まで引き続き募集いたしますので、ご賛同いただける皆様からご支援をお待ちしております。
なお、WASEDAサポーターズ倶楽部は、寄付金1億円を被災学生の奨学金やボランティア学生活動支援、研究による支援活動へ拠出して
おり、今後も継続的な支援を行います。
［募集期間］：   2013年3月末日まで
［募集目的］： 「被災学生の就学支援」、「被災地域への支援（ボランティア活動支援等）」、「研究を通じた復興支援」など復興支援活動全般

WASEDAサポーターズ倶楽部
2009年4月に「早稲田大学後援会」からリニューアル・スタートした「WASEDAサポーターズ倶楽部」は教育環境整備、スポーツ支援、奨

学金等各種学生支援を始めとした、本学の教育・研究活動に伴う各種事業を財政的に支援することを目的とした寄付クラブ制度です。
毎年度一定額を拠出していただきました寄付者の皆様について、年度会員として各種サービスを提供しております。また寄付金が規定の額

以上に達しますと、本学名誉称号を贈呈させていただきます。
「WASEDAサポーターズ倶楽部」の趣旨をご理解の上、是非ともご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

【会員サービス】
①「早稲田講義録」の送付（年1回） ②ホームカミングデー・稲門祭へのご招待 ③オリジナルグッズの送付（年1回） 
④本学中央図書館の利用（閲覧のみ） ⑤「Uni.Shop125」の優待利用（会員証提示）
⑥「リーガロイヤルホテル東京」の優待利用（会員証提示） ⑦早稲田大学エクステンションセンターオープンカレッジ入会金割引（会員証提示）

高等学院教育環境整備･充実事業募金
高等学院は新制の高等学校として発足以来、2009年度に60周年を迎えました。その間、指導要領改訂や大学との新たな連携を通
じて不断に教育内容の改善をしてまいりました。 しかしながらハード面ではすでに築80年を経過している棟だけでなく、他の校舎･
施設も老朽化が進んできており、高等学院中学部開設（2010年4月）を契機に、これまでの高等学院校舎を全面的に更新し、時代に
即した教育の更なる充実を図ることといたしました。今後現在より少人数の学級編制とし、それぞれの教科･活動のニーズにあった教
室･施設を増やすと共に、最先端の情報機器を整え、生徒と教員、生徒間のより密なコミュニケーションを可能にする場を提供し、新
しい時代を切り拓いていくことのできる教育環境を整備･拡充したいと考えております。

本庄高等学院30周年記念　教育環境整備･充実事業募金
本庄高等学院は、早稲田大学の一貫した教育体系の中に位置づけられ、自由と自立の校風のなか、「自ら学び、自ら問う」という教

育方針のもとで、「進取の精神」に満ちた活力ある生徒を育てることを教育の基本においています。
2012年には、創立30周年を迎えます。卒論指導や課外講義、海外協定校との交流や大学の学部との連携による教育プログラムの

導入といった独自のカリキュラムを開発するとともに、多様な選択科目を設置することで生徒のニーズに応え、情報教育や語学教育
にも力を注いできました。学院生は、卒業後に国際社会のリーダーとして活躍することが期待されます。
このような教育を一層推進していくためには、共学化、定員増に対応する新校舎建設、共通研修施設を兼ねた合宿所の建設、委託

ホームにかわる男女生徒寮の建設などが不可欠であり、その財源の確保が重要な要素となってまいります。皆様のお力添えを心より
賜りたく、ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

20 Waseda  Ann ua l  R epo r t  2011

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_本文.indd   20 12.7.4   9:54:23 AM



　2011年3月11日に発生した大地震は、地震だけで
なく大津波と原発の被害も重なった未曽有の大災害を
東日本にもたらしました。本学も地震直後に災害対策
本部を設置し、各学術院等とも連携をとりながら、学
生・校友・教職員の被災状況の把握に努めるとともに、
「被害状況による学費等の減免」などの緊急対応や節
電対策などに取り組んできました。

　また、多くの学生や保護者が集う入学式などの式典
は、余震や計画停電に伴う交通事情の混乱などを考慮
し中止を決定し、授業の開始日を1か月遅らせて5月6
日からとしました。
　4月8日、東日本大震災から復興を支援するため、
「東日本大震災復興支援室」（室長：鎌田 薫 総長　事
務局：総務部）を設置しました。
　東日本大震災復興支援室は、奨学金制度を中心とし
た「被災学生の就学支援」、ボランティア活動を中心と
した「被災地域への支援」、「研究を通じた復興支援」
の3つを柱に、学内外の専門家を必要に応じてメン
バーに加え、大学の叡智を結集した復興支援に関する
取組みを行っていくことを決定しました。設置にあわせ
て「東日本大震災への本学の対応について」とした
Webサイトを開設し、支援活動の状況等を情報発信し
ました。また、「東日本大震災復興支援室」のWebサイ
トを讀賣新聞Web広告上に開設し、日本語・英語にて
本学の復興支援の取組みに関する情報発信をしました。

① 被災地域への義援金活動
　被災地域への支援として、学内に義援金受付箱や
専用銀行口座を設置し、主に教職員・学生で取り組ん
だ結果7月末日時点で総額5,723,950円に達し、8月
9日に日本赤十字社に届けました。

② 本学の学生（新入生含む）への救援金活動
　「WASEDAサポーターズ倶楽部」は、震災直後よ
り復興支援の取組みに対して1億円を充当しました。
さらに「被災学生支援／募集期間2011.3.24～
2011.12.31」「復興支援活動（被災学生支援等）：
募集期間2012.1.1～2013.3.31」として募った結
果、国内外の校友、父母の皆様をはじめ校友会、稲門
会、商議員会、様々な法人からも寄付金をいただき、
2012年3月末日現在1,485件、総額159,547,408円
にのぼりました。今後も継続して本学の取組みを支援
していくこととしました。
※ 本学校友会において支部・稲門会および校友個人の皆様を対象
に2011年3月22日より9月30日まで「早稲田大学校友会　東
日本大震災救援金」の募集を行い、18,924,284円が校友会に
寄せられました。この内、「WASEDAサポーターズ倶楽部」へ
9,274,284円を寄付いただきました。

　「東日本大震災被災学生支援奨学金」を新設し、
62名の学生に支給しました。

■ 2011年度　東日本大震災被災学生支援奨学金　奨学生採用状況
 単位：万円

年額（単価）（人）2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 合　計

学　

部

1
年
生

40 9 360 360 360 360 1,440

60 4 240 240 240 240 960

2
年
生

40 12 480 480 480 － 1,440

60 2 120 120 120 － 360

80 1 80 80 80 － 240

3
年
生

40 8 320 320 － － 640

60 6 360 360 － － 720

80 1 80 80 － － 160

4
年
生

40 13 520 － － － 520

60 1 60 － － － 60
修
士
課
程
進
学
者

60 1 60 60 60 － 180

80 1 80 80 80 － 240

修　

士

大
学
院
修
士
2
年

40 1 40 － － － 40

60 1 60 － － － 60

80 1 80 － － － 80

合　計　 62 2,940 2,180 1,420 600 7,140

※大学院修士課程1年の本奨学金の採用学生はいません。

東日本大震災への対応5

義援金・救援金の取組み1

被災学生への就学支援2

■ 2011年度　学費減免受給学生数・総額 
1 学費減免（1年間） 70人 総額

約1億3,800万円2 学費減免（半年間） 113人
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　本学の研究者を対象に東日本大震災の復興に資す
ると同時に、他地域での同様な災害による被害の最小
化などにも貢献できうる課題を公募し、審査の結果、
「医療・健康系」「インフラ・防災系」「都市計画・社会シ
ステム系」の3プロジェクト7課題を選定し「早稲田大
学東日本大震災復興研究拠点」としました。
　これらの研究に加え、被災地域復興支援のための
様々な研究・支援プロジェクトを通じて得た知見・思索・
活動を広く社会に提供し、その一助に資するために㈱
早稲田大学出版部が企画し、本学教員が中心となって
執筆した「『震災後』に考える」シリーズをブックレット
として10冊出版しました。

■ 東日本大震災復興研究拠点プロジェクト一覧
研究領域 研究テーマ

医療・健康系
復興研究プロジェクト 大震災がもたらす健康被害の予防へ向けた科学的・社会的対応のためのニーズ調査研究

インフラ・防災系
復興研究プロジェクト

東北地方太平洋沖地震津波の被災分析と復興方略研究

東日本大震災復旧・復興に向けた環境診断および対策技術の提言

複合巨大クライシスの原因・影響・対策・復興に関する研究

都市計画・社会システム系
復興研究プロジェクト

文化遺産から学ぶ自然思想と調和した未来型復興住宅・都市計画に関する総合研究

早稲田大学東日本大震災復興支援法務プロジェクト

大規模災害への復元力のある新たなグローバル社会システムの再構築

　早稲田大学はこの10数年間、「21世紀の教育研究
グランドデザイン」「Waseda Next 125」を策定し、
様々な改革を実行してきましたが、これらの改革に接
続し、約20年後の創立150周年を見通した次期中長
期計画「Waseda Vision 150」の策定に向けて検
討を開始しました。

　これまでの改革の到達点を確認したうえで、解決す
べき課題を浮き彫りにし、その解を導くための「13の
核心戦略」を掲げ、具体的な実行プランを検討するこ
ととしました。あわせて、各学術院、両高等学院、芸術
学校などにおいてもそれぞれの「アクションプラン」の
策定を進めていくこととしました。

Waseda Vision 150の策定6

　平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）で
は、震災直後から学生・教員・職員を被災地へ78回、延
べ2,187名を派遣し、被災地でのボランティア活動を
行いました。これらの活動の中には、WAVOCで募集
した泥かき・がれき撤去などのボランティアだけでなく、
WAVOCと学生部が協力してサークル企画を募集しま
した。このような活動に対しては、交通費の一部助成
を行いました。

がれきを撤去する学生

早稲田大学ブックレット「震災後」に考える

ボランティア活動をとおした被災地域への支援3 研究を通じた復興支援4
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■ 2011年度　WAVOC東日本大震災復興支援　ボランティア派遣実績 2012.3.31現在

NO 便名 行先 訪問・活動地 日付 合計（人）
2,178

泥かき・
がれき
撤去

1 石巻先遣隊 宮城県石巻市 石巻市立女子商業高校 2011/4/11-4/12 28
2 石巻第1便 宮城県石巻市 石巻市立渡波中学校他 2011/4/21-4/22 48
3 石巻第2便 宮城県石巻市 明神社（石巻市渡波地区） 2011/4/25-4/26 51

4 石巻第3便 宮城県石巻市 明神社（石巻市渡波地区）、
石巻市立住吉小学校 2011/4/27-4/28 55

5 田野畑先遣隊（思惟の森育林有志） 岩手県田野畑村 田野畑村アズビィホール 2011/4/21-4/25 7
6 田野畑便 岩手県田野畑村 田野畑村アズビィホール 2011/4/29-5/5 33
7 環境ボランティア学校 栃木県芳賀郡益子町 登り窯 （栃木県益子町） 2011/5/28-5/29 13
8 気仙沼第1便 宮城県気仙沼市 気仙沼商会本社他 2011/5/27-5/29 19

9 気仙沼第2便 宮城県気仙沼市 ㈱男山本店、
気仙沼商会旧本社ビル他 2011/6/3-6/5 33

10 気仙沼第3便 宮城県気仙沼市 気仙沼商会、魚町消防会館、
ガソリンスタンド他 2011/6/10-6/12 57

11 気仙沼第4便 宮城県気仙沼市 村田漁業㈱、身延屋、
ガソリンスタンド 2011/6/17-6/19 63

12 気仙沼第5便 宮城県気仙沼市
（旧本吉町地域） 民家、田んぼ 2011/6/24-6/26 57

13 宮古第1便 岩手県宮古市 宮古市立田老第一中学校、
岩手県立宮古北高校 2011/7/1-7/3 31

14 大槌第1便 岩手県大槌町 源水川 2011/7/8-7/10 59
15 夏休み第1便（陸前高田） 岩手県陸前高田市 民家、田んぼ 2011/8/22-8/24 36
16 夏休み第2便（陸前高田） 岩手県陸前高田市 民家、田んぼ 2011/8/29-8/31 40
17 夏休み第3便（大槌） 岩手県大槌町 源水川 2011/9/9-9/11 27
18 夏休み第4便（陸前高田） 岩手県陸前高田市 田んぼ 2011/9/16-9/18 81
19 遠野第1便 岩手県陸前高田市 陸前高田住宅地 2011/11/18-11/20 30
20 水泳部 岩手県陸前高田市 陸前高田住宅地 2011/11/18-11/20 23
21 遠野第2便 岩手県陸前高田市 陸前高田米崎地区用水路 2011/11/25-11/27 32

22 遠野第3便 岩手県大槌町、陸前高田市 東京大学海洋研究所、
大船渡線線路 2011/12/2-12/4 21

23 遠野第4便 岩手県釜石市、陸前高田市 釜石市用水路、釜石高校、
陸前高田市イベント会場 2011/12/9-12/11 38

24 遠野第5便 岩手県遠野市・
陸前高田市・一関市千厩町

釜石市箱崎町浜地区、
一関市仮設住宅 2011/12/23-12/25 17

25 教職員限定便 岩手県釜石市、
宮城県気仙沼市 釜石市箱崎町 2012/1/6-1/8 22

26 英語便 岩手県遠野市、釜石市、
宮城県多賀城市 釜石市箱崎町 2012/2/4-2/6 39

27 遠野第8便 岩手県釜石市 釜石市箱崎町 2012/2/24-2/26 35

28 気仙沼9便 宮城県気仙沼市 気仙沼市立南気仙沼小学校、
浄化センター 2012/3/1-3/4 35

イベント

29 石巻炊き出し便 宮城県石巻市 リーガロイヤル連携、
石巻市立湊中学校 2011/6/16-6/17 13

30 宮古七夕まつり便 岩手県宮古市 宮古市立宮古小学校、岩手県
立宮古北高校、宮古駅前広場 2011/7/1-7/3 31

31 なとり鎮魂灯篭流し便 宮城県名取市 名取市立閖上中学校 2011/8/12-8/14 52
32 石巻市立女子商業高校との交流 宮城県石巻市 石巻市立女子商業高校 2011/9/1-9/2 21
33 田野畑村 復興祈念祭 前夜祭 岩手県田野畑村 田野畑村アズビィホール 2011/11/18-11/20 35

34 宮古市クリスマスイルミネーション点灯式 岩手県宮古市 宮古駅前広場、三陸鉄道、
浄土ヶ浜観光船 2011/11/21-11/24 12

35 3．11ゆりあげの集い　運営支援ボランティア 宮城県名取市 名取市立閖上中学校 2012/3/10-3/12 85
36 3月11日からのヒカリ 運営支援ボランティア 宮城県気仙沼市 気仙沼内湾地区 2012/3/10-3/12 42

スポーツ

37 レスリング部第1便 岩手県宮古市 岩手県立宮古商業高校 2011/5/27-5/29 16

38 卓球部第1便 岩手県一関市
一ノ関卓球センター、
岩手県立高田高校
（岩手県立大船渡東高校）

2011/7/9-7/10 5

39 柔道部第1便 岩手県宮古市 岩手県立宮古高校 2011/7/15-7/18 3

40 柔道部第2便 岩手県陸前高田市
岩手県立高田高校、
大船渡市立第一中学校、
大船渡市立大船渡中学校

2011/8/5-8/7 15

41 応援部第1便 岩手県宮古市 グリンピア田老 2011/8/11 88

42 応援部第2便 岩手県宮古市 宮古市立田老第一中学校、
岩手県立宮古北高校 2011/9/30-10/2 8

43 ソフトボール部 福島県福島市、
宮城県亘理郡

福島市十六沼運動公園、宮城県
亘理郡山元町立山下中学校 2011/11/19-11/20 41

44 野球部 岩手県宮古市 岩手県立宮古高校、
岩手県立高田高校 2012/1/27-1/29 15

45 レスリング部第2便（コーチ・OB） 福島県いわき市 いわき市およびその近隣地区 2012/3/24-3/25 4

文化

46 早稲田フィルハーモニー管弦楽団、パントマイム舞☆夢☆踏、ボクシング部
岩手県陸前高田市、
宮城県名取市

岩手県立高田病院、高寿園、
名取市立閖上中学校 2011/8/9-8/11 36

47 CAP（福島県高校生の学習支援） 栃木県小山市 白鷗大学 2011/8/4-8/10 7
48 パディゴルフクラブ（学習支援） 山形県山形市 東北芸術工科大学 2011/8/9-8/12 3

49 環境ロドリゲス、Sports of Japan 宮城県気仙沼 気仙沼市立気仙沼小学校
（大漁旗祭り） 2011/8/18-8/20 21

50 思惟の森育林 岩手県田野畑村 田野畑村アズビィホール 2011/8/21-25 41

51 Street Corner Symphony 岩手県藤沢町、
宮城県気仙沼市

宮城県立気仙沼高校、
気仙沼市立九条小学校、
気仙沼市総合体育館

2011/8/25-8/28 31

52 Choco Crunch 岩手県宮古市 岩手県立宮古高校、
宮古駅前商店街 2011/8/26-8/29 38

■■ 学生生活課応募分
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NO 便名 行先 訪問・活動地 日付 合計（人）
2,178

文化

53 グリークラブ  石巻市、藤沢町、
福島県川俣町

石巻グランドホテル、
藤沢町縄文ホール、
川俣町中央公民館

2011/9/3-9/6 41

54 RINC（釜石市箱崎町支援） 岩手県遠野市、釜石市他 遠野まごころネット、
釜石市箱崎町被災住宅跡地 2011/9/14-9/22 11

55 マンドリン楽部、津軽三味線愛好会三津巴、ニューオルリンズジャズクラブ 岩手県田野畑村、宮古市
田野畑村アズビィホール、
岩泉町民会館大ホール、
宮古駅前十字路等

2011/9/16-9/19 30

56 気仙沼まちなか復興支援隊 宮城県気仙沼市 まちなか復興ワークショップ、
青龍寺地蔵盆まつり 2011/8/26-8/29 12

57 早稲田大学ハイソサエティオーケストラ 宮城県気仙沼市 気仙沼市立気仙沼中学校、
第二高松園 2011/10/14-10/16 21

58 CAP（福島県高校生の学習支援） 福島県郡山市 福島県立双葉高校 2011/12/26-12/28 7

59 RINC（釜石市箱崎町支援） 岩手県釜石市 遠野まごころネット、
釜石市箱崎町仮設住宅 2011/12/26-12/30 12

60 合唱団みやこ 岩手県宮古市 宮古市仮設住宅集会場 2012/1/27-1/30 22

61 早混・舞夢踏・アナ研 岩手県陸前高田市 社会福祉法人「高寿園」、
岩手県立高田病院仮設診療所 2012/2/19-2/21 37

62 Choco Crunch 岩手県一関市、
宮城県気仙沼市

一関市千厩仮設住宅、老人福
祉施設「つくしのさと」、気仙
沼市立月立小学校他

2012/2/25-2/28 41

63 CAP 福島県郡山市、いわき市 磐梯熱海スポーツパーク、い
わき明星大学 2012/2/28-2/29 7

64 RINC（釜石市箱崎町支援） 岩手県釜石市 釜石市箱崎町 2012/3/13-3/17 9

65 グリークラブ 宮城県気仙沼市、石巻市 第二高松園、気仙沼プラザホ
テル、石巻グランドホテル 2012/3/23-3/25 44

その他

66 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第1便（下見） 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2011/10/14-10/16 4

67 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第2便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2011/11/11-11/13 22

68 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第3便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2011/11/18-11/20 20

69 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第4便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2011/11/25-11/27 23

70 遠野政策提言チーム第1回 岩手県遠野市 遠野まごころネット、釜石市
箱崎町、大槌町仮設住宅 2011/11/18-11/20 8

71 遠野政策提言チーム第2回 岩手県遠野市、釜石市、
陸前高田市

遠野まごころネット、
釜石市仮設住宅、
陸前高田仮設製材所

2011/12/4-12/6 4

72 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第5便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2011/12/9-12/11 11

73 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第6便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2011/12/16-12/18 16

74 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第7便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2012/1/13-1/15 16

75 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第8便（唐桑祭） 宮城県気仙沼市
気仙沼市松岩、
水梨コミュニティセンター他、
「唐桑半島たらふくまつり」

2012/2/10-2/12 39

76 遠野政策提言チーム第3回 岩手県盛岡市 岩手県庁 2012/2/28 7

77 気仙沼仮設住宅でのコミュニティ作り第10便 宮城県気仙沼市 気仙沼市仮設住宅 2012/3/16-3/18 10

78 気仙沼第11便（学習支援） 宮城県気仙沼市 気仙沼市内中学校 2012/3/26-3/31 11

2011年度ボランティア派遣について
1.派遣総件数：78件  2.派遣人数：2,178名  
3. 夏・春の学生生活課応募分（サークル他）への交通費の一部助成　件数：15件　参加人数合計：373人　補助金額合計：4,477,720円

■■ 学生生活課応募分

被災者と交流する学生 灯籠に火をつける留学生
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( 年度 )

2007

2008

2009

2010

2011 9,54144,605

8,47145,757

8,60945,192

8,69344,892

9,286

3,341

3,245

3,336

3,451

3,38344,893

( 年度 )

2007

2008

2009

2010

2011 4,356（1,063）2,184（259）

3,846（722）2,038（269）

4,099（812）2,122（275）

4,396（942）2,162（312）

4,384（967）2,169（319）

( 年度 )

2007

2008

2009

2010

2011 398（238）812（190）

173（88）782（193）

203（103）788（190）

225（118）800（188）

341（195）801（187）

数字等で見る早稲田

 学部　  大学院　  学校等

 専任・専任扱い　  非常勤

■ 校友総数

■ 一般入試志願者数推移

( 年度 )

2008

2009

2010

2011

2012 108,527

125,249

121,166

115,515

113,653

 10万8,527人
2012年度実績

56万7,856名
2012年3月1日現在

■ 学生数推移

　学部 4万4,605人

大学院 9,541人

学校等 3,341人

5万7,487人
2011年度実績

■ 教員数推移

専任・専任扱い 2,184人

　　　　非常勤 4,356人

6,540人
2011年度実績

■ 職員数推移

専任 812人

嘱託 398人

1,210人
2011年度実績

男性　47万2,205名　　女性　9万5,651名

※卒業生および教職員校友および推薦校友（物故者除く）

 専任　  嘱託

（　）内は女性人数

（　）内は女性人数
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早稲田駅 

西早稲田駅 

日本橋駅 

東伏見駅 

所沢駅 

小手指駅 

本川越駅 

←飯能 

←高崎 

JR山手線 

JR高崎線 

上越新幹線 

JR中央線 

西武池袋線 

西武池袋線 

西武新宿線 

西武新宿線 

池  袋

上  野

東  京新  宿

本  庄

本庄早稲田

上石神井駅 
高田馬場

東京メトロ
副都心線

東京メトロ
東西線

関 東

キャンパスマップ
2012年3月31日現在

水巻町 

若松区 

遠賀町 

奥洞海駅 二島駅 

本城駅 
折尾駅 

水巻駅 

東水巻駅 

遠賀川駅 

筑豊本線 

所沢キャンパス 367,807㎡

4

7

上石神井キャンパス 52,691㎡

6

6

早稲田キャンパス 126,578㎡

1

戸山キャンパス 33,030㎡

2

西早稲田キャンパス 44,894㎡

3

本庄キャンパス 859,726㎡

5

5

北九州キャンパス

7

■ その他キャンパス面積
東伏見 93,911㎡
上井草 24,645㎡
軽井沢追分 171,712㎡
鴨川 95,823㎡
その他 241,480㎡

1 2 3

4

日本橋キャンパス
東伏見キャンパス
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2011年度　小野梓記念賞

学
術
賞

国内観衆費用とナショナル・アイデンティティ －世論調査実験による検証－ 飯田  邦彦
財務諸表監査の失敗事例分析 －監査の有効性の視点から－ 亀岡  恵理子
多プログラミング言語対応のソースコード処理ツールのフレームワークと利用例 坂本  一憲

A Balanced Diet is Necessary for Proper Entrainment Signals of the Mouse Liver Clock
（マウスの肝臓体内時計の同調にはバランスの良い栄養素が必要である） 平尾  彰子

モルモット大腸筋層外のカハールの介在細胞の形態学的解析 玉田  宏美
運動イメージ中の脳活動に体性感覚が及ぼす影響 水口  暢章

大気擾乱　RF on FSOリンク上におけるCDMA　無線サービスの伝送解析 BEN NAILA Chedlia
（ベン ナイラ シャドリア）

芸
術
賞

Everyone is reading in the green,that’s “the Leading” －the Elementary school 
open to the city by Compounding Functions－ 佐野  穂高
（緑の中で本を読む事、それこそが学びである －機能の複合により都市に開いた小学校の設計提案－）

特
別
賞

聴覚障がい学生当事者から、早稲田大学における障がい学生支援の発展に貢献 志摩村　早紀

第54回～55回　全日本大学囲碁選手権　優勝（2連覇） 早稲田大学囲碁会

ス
ポ
ー
ツ
賞

団　

体

庭球 第59回～65回　全日本大学対抗テニス王座決定試合・男子　優勝（7連覇）
第42回～47回　全日本大学対抗テニス王座決定試合・女子　優勝（6連覇）

漕艇 第36回～38回　全日本大学選手権大会・女子総合　優勝（3連覇）
競走 第80回　日本学生陸上競技対校選手権大会　男子　総合優勝
スキー 秩父宮杯・秩父宮妃杯・寛仁親王杯　第85回　全日本学生スキー選手権大会　女子総合優勝
バスケットボール 「東日本大震災」被災地復興支援 第63回 全日本大学バスケットボール選手権大会　女子優勝
軟式庭球 第64回　全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会　女子団体　優勝

第31回　全日本大学ソフトテニス王座決定戦　女子団体　優勝
合気道 第41・42回　全日本学生合気道競技大会　女子乱取団体　優勝（連覇）
日本拳法 第56回　全日本学生拳法選手権大会　男子団体戦（7人制）優勝
ラクロス 第2・3回　全日本ラクロス大学選手権大会　男子　優勝（連覇）

個　

人 

漕艇 第13回　アジア選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　3位 篠田　成美
第33回　JAPAN CUP 全日本軽量級選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　優勝 〃
第87・89回　全日本選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　優勝 晦日　尚子
第32・33回　JAPAN CUP 全日本軽量級選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　優勝 〃
第14回　アジアボート選手権大会　女子舵手付きクォドルプル　4位 〃

水泳 第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）　女子200mバタフライ　2位 星　奈津美
競走 第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）　男子ハーフマラソン団体　優勝 矢澤　曜

 男子ハーフマラソン　7位 〃
第79・80回　日本学生陸上競技対校選手権大会　男子棒高跳び　優勝（連覇） 笹瀬　弘樹
第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）　男子10000m　優勝 大迫　傑

スキー 第25回　ユニバーシアード冬季競技大会　クロスカントリー　男子リレー　4位 小山内　優太
ア式蹴球 第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）サッカー（男子）　優勝 富山　貴光

第25・26回　ユニバーシアード競技大会（ベオグラード,深圳）サッカー（女子）　準優勝 大滝　麻未
 高畑　志帆

臼井　理恵
卓球 第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）卓球競技　団体　2位 笠原　弘光

第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）卓球競技　混合ダブルス　2位、団体　2位 御内　健太郎
第1回　国際クラス別肢体不自由者卓球選手権　男子シングルス（クラス8）　優勝 金子　和也
第3回　国際クラス別肢体不自由者卓球選手権　男子シングルス（クラス7）　優勝 〃

レスリング 第60・61回・62回　全日本学生レスリング選手権大会　フリースタイル男子60kg級　優勝（3連覇）石田　智嗣
第20・21回　全日本女子オープンレスリング選手権大会　55kg級　優勝（連覇） 新井　千明
第73回　天皇杯全日本レスリング選手権大会　グレコローマンスタイル男子74kg級　優勝 田村　和男

米式蹴球 第4回　アメリカンフットボール世界選手権オーストリア大会　3位 末吉　智一
軟式庭球 第54回　全日本インドア選手権大会（軟式庭球競技）　ダブルス　優勝 中本　圭哉

第14回　世界ソフトテニス選手権大会　男子ダブルス　優勝 〃
第1回　世界ジュニア選手権21歳以下（軟式庭球競技）　女子シングルス　優勝 安川　真璃子
第52・53回　全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会　女子シングルス　優勝 〃

自転車 第14回　全日本自転車選手権トラック　男子ポイントレース（40㎞）　優勝 入部　正太朗
バドミントン 第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）バドミントン競技　団体　6位、ダブルス ／8位 嘉村　健士

大阪インターナショナルチャレンジ2011　混合ダブルス　優勝 〃
マレーシアインターナショナルチャレンジ2011　男子ダブルス　優勝 〃
日本ランキングサーキット2011　男子ダブルス　優勝 〃
2008・2010年　全日本学生バドミントン選手権　ダブルス　優勝 〃
2009年　全日本学生バドミントン選手権　ダブルス　準優勝 〃
第26回　ユニバーシアード競技大会（深圳）　バドミントン競技　団体　6位 西山　夕美子

桜井　みどり
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財務の概要

　2011年度は、東日本大震災の被災学生に対し、い
ち早く就学支援のための学費減免を実施したほか、
「WASEDAサポーターズ倶楽部」を通じて受け入れ
た寄付金により奨学金の支給やボランティア活動およ
び復興研究プロジェクトへの取り組みを行うなど、被
災地域への支援をはじめとした復興支援活動を行って
きました。
　教育研究環境の整備・充実の面では、本庄高等学院
校舎新築工事が竣工したほか、戸山キャンパス新33
号館高層棟新築工事や各キャンパス校舎耐震強化改
修工事等を継続して、新たな教育研究環境の拡充や
安全面での改善をはかりました。
　2011年度の消費収支の概況は、収入面では学生
生徒等納付金や、入学検定料等が予算を下回りました
が、補助金や寄付金、事業収入等が予算を上回り、帰
属収入全体としては、予算額を約59億円上回りました。
　他方、支出面においては、文部科学省の指導に基づ
く退職給与引当金の計上基準の変更（現行退職金期
末要支給額の50％計上から100％計上に変更）に伴
い、退職給与引当金特別繰入額約118億円を一括計
上したほか、外部資金からの教職員人件費の支出増
等に伴う人件費の増加などにより、人件費総額が予算
を約13億円超過したほか、採択された教育研究関連
の外部資金による支出増等に伴い、教育研究経費が
予算を約24億円超過したことなどによって、消費支出
合計では予算額を約45億円上回りました。なお、施設
設備関係支出等を主な内容とする基本金組入額が、
一部の建設工事の繰り延べ等の影響もあり、予算を約
33億円下回ったため、支出の総額では予算額を約12
億円上回るに留まりました。
　これらの結果、収支状況は予算段階での約150億
円の消費支出超過から、決算では約102億円の消費
支出超過へと約48億円改善しました。
　なお、2011年度のみの臨時的な支出である退職給
与引当金特別繰入額約118億円を除いた「帰属収支
差額（帰属収入－消費支出）」については、予算段階
の約4億円から約13億円増加して約17億円となりま

した。今後とも、「帰属収支差額」を一定額確保するこ
とを目標に、収入面では増収策を検討し、支出面では
経費削減等を推進して健全性を確保した財政運営に
努力していきます。
　また、学校債を含めた借入金等残高は、2010年度
末の約102億円から、2011年度末には約98億円へ
と約4億円残高を圧縮させて、年間の支払利息をさら
に減少させました。

① 消費収支計算書
　2011年度の消費収支決算の概要について予算と
の対比で説明しますと、まず収入面では、寄付金、補
助金、事業収入、雑収入等の収入科目が予算を上回り
ました。このうち寄付金は、5億7,600万円の現物寄
付の受入れが予算超過に大きく影響しましたが、補助
金については、「施設整備費補助金」や競争的資金等
の獲得によって、予算を40億6,600万円上回ること
になりました。これらの結果、帰属収入合計は、予算を
59億4,700万円上回る968億円となりました。
　他方、支出面では、人件費の増加や競争的資金の
増に伴う教育研究経費の増加などにより、消費支出の
部合計は、予算を44億7,500万円上回る1,068億
9,600万円となりました。また、基本金組入額は、校
地・校舎・機器備品・図書等に対する支出額である第1
号基本金への組入額が主なもので、総額では予算を
33億2,500万円下回る1億5,300万円となりました。
　以上により、2011年度の消費支出超過額は、予算
より約48億円改善して約102億円となり、消費支出
超過額の累計額は前年度の900億8,100万円から
1,003億3,000万円になりました。
（文中、表の金額については百万円未満を調整し百万
円単位とし、グラフの金額については、原則として億
円単位で表示しています。）

2011年度決算1

財務の概要

■  決算の概要  ■
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帰属収入
968億円

雑収入他
3.2%（31億円）

学生生徒等
納付金

66.6%（644億円）

手数料
4.5%（43億円）

寄付金
2.8%（28億円）

補助金
14.9%（144億円）

資産運用収入
2.3%（22億円）

事業収入
5.7%（55億円）

消費支出
＋

基本金組入額
1,070億円

基本金組入額
0.1%（2億円）

人件費
55.6%（595億円）

教育研究経費
39.1%（418億円）

借入金等利息
0.1%（1億円）

管理経費
4.0%（43億円）

資産処分差額他
1.1%（11億円）

■ 消費収支計算書
2011（平成23）年 4月  1日から
2012（平成24）年 3月31日まで （単位　百万円）

科　目 予　算 決　算 差　異

消費収入の部

学生生徒等納付金 65,453 64,425 1,028

手数料 4,543 4,345 198

寄付金 2,113 2,751 △638

補助金 10,349 14,415 △4,066

資産運用収入 1,941 2,241 △300

資産売却差額 0 48 △48

事業収入 4,650 5,510 △860

雑収入 1,804 3,065 △1,261

帰属収入合計 90,853 96,800 △5,947

基本金組入額合計 △3,478 △153 △3,325

消費収入の部合計 87,375 96,647 △9,272

消費支出の部

人件費 58,196 59,532 △1,336

教育研究経費 39,432 41,799 △2,367

管理経費 4,297 4,288 9

借入金等利息 134 134 0

資産処分差額 284 1,115 △831

徴収不能引当金繰入額 68 12 56

徴収不能額 0 16 △16

予備費 10 10

消費支出の部合計 102,421 106,896 △4,475

当年度消費支出超過額 15,046 10,249

前年度繰越消費支出超過額 91,692 90,081

翌年度繰越消費支出超過額 106,738 100,330
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財務の概要

② 資金収支計算書
　2011年度の収支状況を、資金収支計算書により資
金の流れでみると、収入額は、2012年度新入生の入
学時納付金の前受金収入等を含め1,290億7,700万
円で、前年度より繰越された280億2,400万円を加
えると、収入合計は1,571億100万円となりました。
　一方、支出額は、人件費、教育研究経費、管理経費、
借入金返済、施設・設備関係支出等、合計で1,283億
5,300万円でしたので、差し引き287億4,800万円
が次年度への繰越支払資金となりました。

③ 貸借対照表
　大学の財政状態を貸借対照表によって説明すると、
2011年度末現在の資産の総額は、3,408億1,300
万円で、その内訳は有形固定資産2,255億8,900万
円、その他の固定資産814億8,800万円および流動
資産337億3,600万円となりました。
　他方、負債の総額は、借入金、退職給与引当金、前
受金など合計して659億8,200万円で、基本金は
3,751億6,100万円となり、その内訳は、校地・校舎・
機器備品・図書など教育・研究に必要な資産の自己資
金調達額を示す第1号基本金が3,278億7,500万円、
将来の施設設備の取得に充当するための資金の保有
額を示す第2号基本金が146億7,900万円、奨学基
金、国際交流基金、研究助成基金などの果実を教育
研究のための経費の一部に充当する基金である第3
号基本金の257億円等となっています。
　翌年度繰越消費支出超過額は、102億4,900万円
の消費支出超過額によって、2011年度末で1,003
億3,000万円となりました。

■ 資金収支計算書
2011（平成23）年 4月  1日から
2012（平成24）年 3月31日まで （単位　百万円）

科　目 予　算 決　算 差　異

収入の部
学生生徒等納付金収入 65,453 64,425 1,028
手数料収入 4,543 4,345 198
寄付金収入 2,113 2,174 △61
補助金収入 10,349 14,415 △4,066
資産運用収入 1,941 2,241 △300
資産売却収入 0 24,066 △24,066
事業収入 4,650 5,510 △860
雑収入 1,804 3,065 △1,261
借入金等収入 0 880 △880
前受金収入 12,585 13,331 △746
その他の収入 10,564 11,013 △449
資金収入調整勘定 △14,123 △16,388 2,265
当年度収入合計 99,879 129,077 △29,198
前年度繰越支払資金 27,179 28,024 △845
収入の部合計 127,058 157,101 △30,043

支出の部
人件費支出 46,887 48,180 △1,293
教育研究経費支出 29,501 31,702 △2,201
管理経費支出 3,582 3,589 △7
借入金等利息支出 134 134 0
借入金等返済支出 980 1,360 △380
施設関係支出 11,151 6,877 4,274
設備関係支出 2,598 2,578 20
資産運用支出 4,807 35,690 △30,883
その他の支出 5,863 7,204 △1,341
予備費 10 10
資金支出調整勘定 △5,608 △8,961 3,353
当年度支出合計 99,905 128,353 △28,448
次年度繰越支払資金 27,153 28,748 △1,595
支出の部合計 127,058 157,101 △30,043

■ 貸借対照表
2012（平成24）年 3月31日 （単位　百万円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減

資産の部

　固定資産 307,077 304,186 2,891

　　有形固定資産 225,589 226,759 △1,170

　　その他の固定資産 81,488 77,427 4,061

　流動資産 33,736 33,211 525

資産の部合計 340,813 337,397 3,416

負債の部

　固定負債 35,859 27,885 7,974

　流動負債 30,123 24,585 5,538

負債の部合計 65,982 52,470 13,512

基本金の部

基本金の部合計 375,161 375,008 153

消費収支差額の部

消費収支差額の部合計 △100,330 △90,081 △10,249

負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計 340,813 337,397 3,416
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　2011年度は、厳しい経済環境の下で効率的な資
金運用に努めましたが、結果としては、受取利息・配当
金収入（第3号基本金運用収入を含む）が昨年度に比

べて約2億5,500万円減少しました。今後は、奨学金
や研究費等の財源を確保するために、一層の資金運
用の効率化を図っていきます。

効率的な資金運用による教育研究条件向上のための財源確保2

　有利子負債の圧縮や経費削減等の継続的な財政改
革により、2007年度～2011年度の財務比率は、消
費収支計算書関係比率（フロー面）を中心として徐々
に改善されてきました。貸借対照表関係比率（ストック
面）については、教育研究条件を向上させる新規事業
等に優先的に自己資金を投入してきているため、依然
として改善途上の状態にありますが、今後は消費支出

超過額を極力抑制していく方針ですので、ストック面
の財務比率の改善が一層進むものと考えています。な
お、2011年度の主な貸借対照表関係比率が前年度
より悪化した要因は、退職給与引当金の計上基準の
変更に伴い退職給与引当金を一括処理により固定負
債に計上したことが大きく影響しています。
　主な財務比率の推移については次表をご参照下さい。

大学財政の推移3
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■ 金融資産の推移
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財務の概要

主な財務比率の推移（2007年度～2011年度）
1.消費収支計算書の推移
■ 消費収入の部 （単位　百万円）

科　目 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
学生生徒等納付金 62,952 62,997 63,132 63,701 64,425
手数料 4,931 4,755 4,631 4,561 4,345
寄付金 6,634 4,681 2,946 3,494 2,751
補助金 14,711 12,207 14,625 14,116 14,415
資産運用収入 4,513 3,484 2,562 2,616 2,241
資産売却差額 0 0 2 967 48
事業収入 7,745 7,305 5,654 5,759 5,510
雑収入 2,808 3,234 3,563 2,754 3,065
帰属収入合計 104,294 98,663 97,115 97,968 96,800
基本金組入額合計 △18,470 △15,235 △6,402 △10,986 △153
消費収入の部合計 85,824 83,428 90,713 86,982 96,647

■ 消費支出の部 （単位　百万円）
科　目 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

人件費 44,544 46,011 46,770 47,245 59,532※
教育研究経費 40,293 43,533 41,904 40,780 41,799
管理経費 4,810 4,573 4,316 4,049 4,288
借入金等利息 268 197 159 147 134
資産処分差額 167 543 2,256 1,816 1,115
徴収不能引当金繰入額 56 61 58 14 12
徴収不能額 20 50 17 22 16
消費支出の部合計 90,158 94,968 95,480 94,073 106,896
当年度消費収支差額 △4,334 △11,540 △4,767 △7,091 △10,249
前年度繰越消費収支差額 △62,349 △66,683 △78,223 △82,990 △90,081
翌年度繰越消費収支差額 △66,683 △78,223 △82,990 △90,081 △100,330
帰属収支差額 14,136 3,695 1,635 3,895 △10,096

■ 消費収支計算書関係比率の推移 （％）
財務比率 算式（×100） 評　価 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 全国平均

1 人件費比率▼ 人 件 費 → 42.7 46.6 48.2 48.2 61.5※ 52.9帰 属 収 入

2 人件費依存率▼ 人 件 費 → 70.8 73.0 74.1 74.2 92.4※ 72.0学生生徒等納付金

3 教育研究経費比率△ 教 育 研 究 経 費 → 38.6 44.1 43.1 41.6 43.2 30.9帰 属 収 入

4 管理経費比率▼ 管 理 経 費 → 4.6 4.6 4.4 4.1 4.4 8.8帰 属 収 入

5 借入金等利息比率▼ 借 入 金 等 利 息 → 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1 0.4帰 属 収 入

6 消費支出比率▼ 消 費 支 出 → 86.4 96.3 98.3 96.0 110.4※ 95.6帰 属 収 入

7 消費収支比率▼ 消 費 支 出 → 105.0 113.8 105.3 108.2 110.6※ 110.5消 費 収 入

8 学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金 ー 60.4 63.9 65.0 65.0 66.6 73.4帰 属 収 入

9 寄付金比率△ 寄 付 金 → 6.4 4.7 3.0 3.6 2.8 2.6帰 属 収 入

10 補助金比率△ 補 助 金 → 14.1 12.4 15.1 14.4 14.9 12.4帰 属 収 入

11 基本金組入率△ 基 本 金 組 入 額 → 17.7 15.4 6.6 11.2 0.2 13.4帰 属 収 入

12 減価償却額比率 減 価 償 却 額 ー 9.6 8.9 10.5 10.5 9.5※ 11.5消 費 支 出

13 帰属収支差額比率△ 帰属収入－消費支出 → 13.6 3.7 1.7 4.0 △10.4※ 4.4帰 属 収 入

（注）全国平均の比率は、日本私立学校振興・共済事業団が集計した私立大学（医歯系法人を除く全国492法人）の2010年度の平均値である。
 財務比率項目の下段の印は、△＝高い値がよい　▼＝低い値がよい　を示している。
  評価欄の矢印については、上向き（ →）は本学が2007年度と2011年度を比較して改善傾向にあることを示し、下向き（→ ）は悪化傾向を示

している。横棒（－）はどちらともいえないものを示している。（毎年5年間の数値を記載している。）
※　2011年度の比率は人件費に退職給与引当金特別繰入額11,821百万円を含んだ数値である。
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2.貸借対照表の推移
■ 資産の部 （単位　百万円）

科　目 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度
固定資産 303,016 302,642 300,810 304,186 307,077
　有形固定資産 214,769 223,196 224,044 226,759 225,589
　その他の固定資産 88,247 79,446 76,766 77,427 81,488
流動資産 33,786 30,629 33,729 33,211 33,736
資産の部合計 336,802 333,271 334,539 337,397 340,813

■ 負債の部・基本金の部・消費収支差額の部 （単位　百万円）
科　目 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

固定負債 32,300 28,256 28,947 27,885 35,859
流動負債 28,800 25,618 24,560 24,585 30,123
負債の部合計 61,100 53,874 53,507 52,470 65,982

第１号基本金 290,788 307,440 314,696 324,330 327,875
第２号基本金 20,409 18,579 17,383 18,363 14,679
第３号基本金 24,752 24,909 25,037 25,409 25,701
第４号基本金 6,436 6,692 6,906 6,906 6,906
基本金の部合計 342,385 357,620 364,022 375,008 375,161

消費収支差額の部合計 △66,683 △78,223 △82,990 △90,081 △100,330

負債・基本金・消費収支差額の部合計 336,802 333,271 334,539 337,397 340,813

■ 貸借対照表関係比率の推移 （％）
財務比率 算式（×100） 評　価 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 全国平均

1 自己資金構成比率△
自 己 資 金 → 81.9 83.8 84.0 84.4 80.6 87.0
総 資 金

2 固定比率▼
固 定 資 産 → 109.9 108.3 107.0 106.8 111.7 99.8
自 己 資 金

3 固定長期適合率▼
固 定 資 産 → 98.4 98.4 97.0 97.2 98.8 92.1
自己資金＋固定負債

4 固定資産構成比率▼
固 定 資 産 → 90.0 90.8 89.9 90.2 90.1 87.2
総 資 産

5 流動比率△
流 動 資 産 → 117.3 119.6 137.3 135.1 112.0 236.6
流 動 負 債

6 流動資産構成比率△
流 動 資 産 → 10.0 9.2 10.1 9.8 9.9 13.0
総 資 産

7 総負債比率▼
総 負 債 → 18.1 16.2 16.0 15.6 19.4 12.8
総 資 産

8 負債比率▼
総 負 債 → 22.2 19.3 19.0 18.4 24.0 14.7
自 己 資 金

9 固定負債構成比率▼
固 定 負 債 → 9.6 8.5 8.7 8.3 10.5 7.4
総 資 金

10 流動負債構成比率▼
流 動 負 債 → 8.6 7.7 7.3 7.3 8.8 5.5
総 資 金

11 消費収支差額構成比率△
消 費 収 支 差 額 → △19.8 △23.5 △24.8 △26.7 △29.4 △9.3
総 資 金

12 基本金比率△
基 本 金

→ 95.9 97.2 97.7 97.8 98.0 97.0
基 本 金 要 組 入 額

（注）全国平均の比率は、日本私立学校振興・共済事業団が集計した私立大学（医歯系法人を除く全国492法人）の2010年度の平均値である。
 財務比率項目の下段の印は、△＝高い値がよい　▼＝低い値がよい　を示している。
  評価欄の矢印については、上向き（ →）は本学が2007年度と2011年度を比較して改善傾向にあることを示し、下向き（→ ）は悪化傾向を示

している。横棒（－）はどちらともいえないものを示している。（毎年5年間の数値を記載している。）
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財務の概要

2011 2012予算2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

2002年度～2005年度は授業料1.5%改定、在学生減額改定 2006年度～2009年度は授業料0.7%改定、在学生減額改定 2010年度～2012年度は授業料0.7%改定

（年度）※棒グラフの左側は帰属収入、右側は消費支出と基本金組入額の合計を表す。
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貸借対照表の推移
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1. はじめに
　現在の日本は、少子高齢化の急速な進行や長引く
政治・経済の停滞といった極めて厳しい状況に置かれ
ています。これに加えて、東日本大震災とそれに伴う
原発事故、さらには昨夏の集中豪雨やタイの大洪水な
ど国内外の相次ぐ自然災害は、甚大な被害をもたらし
ただけでなく、科学技術や社会システムのあり方、研
究者の役割、さらには私たちの生き方そのものについ
ても根本的な見直しを迫りました。同時に、私たちは、
これらの災害を通じて環境・エネルギーなど地球規模
で解決されるべき問題が想像以上に深刻な段階に達
していることを痛感させられました。
　こうした困難な状況だからこそ、次代を担う優れた
人材を育成し、多様で複雑な問題を解決に導く研究成
果を発信することが、早稲田大学にとって今まで以上
に重要であると考えます。新しい社会のあり方を追求
し、次の時代を切り拓くためには、真理を探究し続けて
きた大学が、今こそ先導的な役割を果たしていかなけ
ればなりません。本学は、こうした責務を強く自覚し、
最高で最新の教育・研究の実現と、進取の精神と豊か
な人間性にあふれた人材育成を通じて、わが国と国際
社会にさらなる貢献を果たしていきます。
　ただ、これらを実現するためには、今まで大学が必
ずしも深く踏み込んでこなかった課題にも、積極的に
取り組んでいかなければならないでしょう。例えば、新
たな研究分野を創出し、海外研究機関と積極的に連
携することで、国際的な研究大学としての地位を確立
すること、教養教育や専門教育等を再定義し、新しい
時代に対応する教育内容を打ち出すこと、教職員の
役割を明確化することにより、より高度な教育・研究と
大学運営を実現すること、などが考えられます。また、
東日本大震災に係る学生・教職員によるボランティア
活動をはじめとする復興支援は、大学の新しい役割を
示すものでもありました。さらに、今後ますます厳しさ
を増す経済情勢の下でも、安定した教育・研究活動を
継続するための経営基盤の整備、とりわけ財政構造
の改革はまさに焦眉の課題と言えます。
　このように本学が取り組むべき事業は非常に多岐に

渡り、多くの教職員が一体となって推進することによっ
てはじめて実現できるものばかりです。これまで進め
てきた「Waseda Next 125」、そして2012年度に
全学で策定する中長期計画「Waseda Vision 
150」を柱にしながら、新しい早稲田大学を築いてい
きます。

2. 基本方針
　2012年度は、2008年に策定した「Waseda Next 
125」の具体的な実行計画の最終年度であると同時
に、創立150周年を見据えた新たな中長期計画
「Waseda Vision 150」策定の年でもあります。
　「Waseda Next 125」では、グローバル化推進を
基軸として、日本の大学としての存在を超え、グロー
バルユニバーシティとしての「WASEDA」を構築する
ことを目指し、新たな教育・研究体制の構築や地球市
民の育成などを掲げており、現在、早稲田大学はこれ
に基づいて各種事業を実施しています。そして、
「Waseda Vision 150」は、創立150周年をむかえ
る2032年の早稲田大学のあるべき姿（Vision）を思
い描き、その実現のために今なすべきことを明確にす
るものです。
　2012年度は、この2つの中長期計画を結び付け、
これまでの事業の達成状況を整理し、具体的計画を立
てるとともに、残された課題や新たな課題を明確にし、
新しい計画に取り込んでいくこととなります。
　また、東日本大震災に対する復興支援として、①学
費減免と奨学金給付による被災学生支援、②学生ボ
ランティアの派遣などによる被災地支援、③災害復興
と防災に関する研究の助成、という3つの柱により、東
日本大震災復興支援室を中心に、引き続き活動してい
きます。
　こうした方針の下に、「Waseda Next 125」で進
めてきた施策を中心としつつ、新たに策定する
「Waseda Vision 150」へとつながるものとして、次
の事業を2012年度の重点施策として実施します。

以上

2012年度事業計画の概要
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2012年度事業計画の概要

1. 主な事業計画  

（1）グローバル化推進 
⒜留学生の受入
⒝本学学生の海外学習システムの構築
⒞優秀な留学生の獲得と多文化共生型キャンパスの実現
⒟連携と協働による教育・研究の国際化
⒠教育と研究の国際化を促進するための制度改革
⒡教育と研究の国際化を支える大学運営

（2）新教育研究体制の構築と教育の質向上 
⒜新教育研究体制
①トップレベルの若手研究者集団育成
②独創的研究推進に向けた体制の整備
③研究環境の整備および研究評価
④FD（ファカルティ・ディベロップメント）の推進
⑤職員人材育成と職員組織の構造改革
⑥男女共同参画の推進

⒝教育の質向上と新教育システムの構築
①全学的な教育システムの確立
②外国語教育の充実
③初年次教育・入学前教育の充実とオンデマンド授業の活用
④オープン教育センター設置科目の充実
⑤寮生活における全人教育の展開
⑥早稲田健康キャンパスの実現
⑦学生生活支援の拡充
⑧キャリア支援の充実

（3）学生リクルート
⒜一般入試と一般入試以外の入学者比率を6:4へ
⒝優秀な地方出身学生の確保
⒞附属・系属校の高大連携教育推進、教育内容の刷新
⒟高大連携事業の推進
⒠全学レベルおよび学部・大学院の入試広報活動強化
⒡ 研究科の新設・定員数の変更（学部生数に対する大学
院生数の比率の向上）
⒢学部・大学院一貫教育（5年で修士学位取得）の実現

（4）文化推進・スポーツ振興
⒜多種多様な文化資源の活用
⒝早稲田人としての誇りの醸成
⒞ ボランティア、フィールドワーク型授業・プロジェクト
の拡充
⒟新たな大学スポーツのモデル構築

（5）キャンパス等整備
⒜キャンパス整備方針
⒝キャンパス整備事業
⒞附属校の整備
⒟学生寮等の整備
⒠戦略的なファシリティマネジメント
⒡各校舎耐震改修等
⒢防災・安全対策
⒣エコ・省エネ対策

（6）情報基盤整備
⒜教育支援システムの構築
⒝研究支援システムの構築
⒞学生・校友支援システムの構築
⒟大学運営支援システムの構築
⒠サイバーセキュアキャンパス
（安心・快適な情報環境）の整備

（7）大学運営体制の整備
⒜恒常的な募金体制の確立
⒝校友・父母等との連携強化
①広報の強化
②システムの強化
③サービスの強化
④連携の強化

⒞全学的広報体制の強化と戦略的広報の推進
⒟コンプライアンス・法務機能の強化
⒠情報資産管理の体制整備

2. 財務体質の強化

（1）財政戦略会議（仮称）の設置

（2）事業別予算制度の検討

（3）収支構造の見直し

（4）物品の調達システムの見直し

（5）経理処理業務の効率化

3. 東日本大震災復興支援

（1）被災学生支援

（2）被災地支援

（3）災害復興と防災に関する研究の助成

4. Waseda Vision 150の策定
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　収入面では、学生生徒等納付金が授業料の0.7％
改定分や、教育環境整備費の改定等により、総額では
対前年度比7億2,200万円増の661億7,500万円と
なる見込みです。
　入学検定料は、総志願者数を約12万9千人として
前年度より2億3,400万円減の42億3,000万円を見
込み、証明手数料等を合わせた手数料総額では42億
9,900万円となる見込みです。
　寄付金は、指定寄付金7億7,500万円や、各種奨学
資金等への寄付金5億5,600万円等を見込み、寄付
金総額で対前年度比4,300万円増の21億5,600万
円となる見込みです。
　補助金については、経常費補助金を88億9,600万
円、研究設備・施設整備費補助金を4億5,200万円、
東京都・埼玉県からの両高等学院への補助金を合計
で6億1,000万円見込みました。補助金総額では、対
前年度比3億3,400万円減の100億1,300万円とな
る見込みです。また、事業収入は、前年度予算に比べ
て200万円増の46億5,200万円を見込みました。
　これらの結果、帰属収入総額は前年度予算額を7億
5,800万円下回る900億9,400万円となります。
　支出面では、経常予算の3％削減の効果もあり、人
件費・教育研究経費等の主な支出予算が前年度を下
回ったことから、消費支出合計では前年度予算を127
億7,500万円下回る896億4,500万円となります。
　これらの収支状況から、帰属収支差額（帰属収入－
消費支出）は4億4,900万円となりましたが、目標とし
た10億円以上の帰属収支差額の確保には至りません
でした。これは、経済情勢の低迷を背景とした資産運
用収入の約5億円の減少や、入学検定料収入の約2
億円の減少を見込んだこと、また、2011年度に引き
続き震災復興支援を継続するため、被災学生に対す
る学費減免や、復興支援事業経費を新規に1億円予
算措置したことなどが影響しています。
　次に、基本金として支出する組入額の合計は、前年
度より7,100万円増加し35億4,900万円となります。
　第1号基本金として支出される校地・校舎・機械器
具・備品・図書等の施設・設備関係の支出は、前年度に
比べて11億2,300万円減少し72億2,400万円とな
る見込みです。この中には、D棟新築工事や中野国際

コミュニティプラザ新築工事、および各校舎耐震強化
改修工事等が盛り込まれています。
　第2号基本金は、将来取得する固定資産に充てる
金銭その他の資産の額を意味しますが、2012年度予
算では、過去に積み立てた第2号基本金から施設建設
費の支払いに充てるため、37億600万円を第1号基
本金に振替えています。
　第3号基本金は、奨学基金など基金として継続的に
保持し、かつ、運用する金銭その他の資産の額であり、
2012年度は3,000万円を支出する予定です。
　以上から、消費収支差額は単年度で31億円の支出
超過、累計では1,056億1,900万円の支出超過とな
る見込みです。
　また資金面では、2012年度中に入金が見込まれる
資金の総額は992億8,000万円で、これに前年度か
らの繰越支払資金（見込） 292億3,700万円を加え
ると、収入総額は1,285億1,700万円となります。こ
れに対して2012年度の事業活動に必要と見込まれ
る資金の総額は、998億7,100万円となります。これ
により、2013年度へ繰り越される支払資金は286億
4,600万円となる見込みです。
　以上のとおり、厳しい予算編成となりましたが、
2012年度の予算執行にあたっては、物品の調達コス
トの低減を図るための新たな調達制度の構築の検討
を行い、従来以上の経費節減に努めて、財政基盤をよ
り一層強固なものとするよう努力していきます。

2012年度予算の概要
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帰属収入
901億円

雑収入
1.5%（14億円）

学生生徒等
納付金

73.5%（662億円）

手数料
4.8%（43億円）

寄付金
2.4%（22億円）

補助金
11.1%（100億円）

資産運用収入
1.6%（14億円）

事業収入
5.1%（46億円）

■ 消費収支予算書
2012（平成24）年 4月  1日から
2013（平成25）年 3月31日まで （単位　百万円）

科　目 2012年度
予算額

2011年度
予算額 増減(△)

消費収入の部

学生生徒等納付金 66,176 65,453 723

手数料 4,300 4,543 △243

寄付金 2,156 2,113 43

補助金 10,014 10,349 △335

資産運用収入 1,428 1,941 △513

事業収入 4,652 4,650 2

雑収入 1,368 1,804 △436

帰属収入合計 90,094 90,853 △759

基本金組入額合計 △3,549 △3,478 △71

消費収入の部合計 86,545 87,375 △830

消費支出の部

人件費 45,953 57,906 △11,953

教育研究経費 38,994 39,432 △438

管理経費 4,130 4,297 △167

借入金等利息 120 134 △14

資産処分差額 88 284 △196

徴収不能引当金繰入額 60 68 △8

予備費 300 300 0

消費支出の部合計 89,645 102,421 △12,776

当年度消費支出超過額 3,100 15,046

前年度繰越消費支出超過額(見込） 102,519 91,692

翌年度繰越消費支出超過額 105,619 106,738

消費支出
＋

基本金組入額
932億円

基本金組入額
3.8%（35億円）

人件費
49.4%（460億円）

教育研究経費
41.8%（390億円）

借入金等利息
0.1%（1億円）

管理経費
4.4%（41億円）

予備費他
0.5%（5億円）

■ 消費収支の構成比率

38 Waseda  Ann ua l  R epo r t  2011

CS3_00000000_02_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_本文.indd   38 12.7.4   9:54:34 AM



CS3_00000000_01_mac学校法人早稲田大学様_2011年度事業概要_表1_4.indd   H4 12.7.4   9:53:53 AM




